
今 年 は

市制50周年 広報 まつ

ど

6.5
1993 年(平成5年)

●発行/松戸市●編集/広聴部広報課〒271松戸市根本387-5

●発行日/ 毎月5 日・20日N(:1808 市役所の代表電話は 66-1111

「
川
を
き
れ
い
に
す
る
条
例
」
が
ス
タ
ー
ト

市
内
に
清
流
を
復
活
さ
せ
よ
う

市
内
の
河
川
は
、
か
つ
て
は
き
れ
い
な
水
を

豊
富
に
た
た
え
た
、
市
民
生
活
と
深
く
結
び
つ

い
た
も
の
で
し
た
。

清
流
を
復
活
さ
せ
、
再
び
川
を
身
近
な
も
の

に
す
る
た
め
、
市
で
は
、
昨
年
1
2月
に
「
川
を

き
れ
い
に
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
今
年
の
4

月
1
日
か
ら
施
行
し
ま
し
た
。

こ
の
条
例
に
沿
っ
て
、清
流
復
活
を
目
指
し
、

市
・
市
民
・
事
業
者
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▲パトロ ールでは、水質検査をし たり 、

皆さ んの意見も 伺います
卜
河
川
パ
ト
ロ

ー
ル

車
。
水
質
測
定

の
た
め
の
機
材
な
ど
を
搭
載
し
て

い
ま
す

清流復活を積極的に推進

河川パトロールを実施しています

川
を
き
れ
い
に
す
る
推
進
本
部

こ
の
条
例
の
目
的
を
実
現
す

る
た
め
、
市
で
は
「
川
を
き
れ

い
に
す
る
推
進
本
部
」
を
設
置

し
ま
し
た
。

推
進
本
部
で
は
、
従
来
の
さ
ま

ざ
ま
な
湾
流
復
活
事
業
(
下
水

道
の
整
備
・
河
川
浄
化
施
設
の

設
置
・
合
併
処
理
浄
化
槽
や
雨

水
浸
透
ま
す
の
設
置
促
進
な

ど
)
を
、
効
果
的
に
推
進
し
て

い
く
方
法
を
検
討
す
る
一
方
、

各
種
の
啓
発
小
業
や
P
R
を
進

め
て
い
ま
す
。

河
川
パ
ト

ロ
ー
ル

市
内
の
主
な
河
川
の
状
況
を

直
接
把
握
す
る
た
め
、
推
進
本

部
担
当
を
中
心
に
、
河
川
巡
視

員
を
置
き

、
河
川
パ
ト
ロ

ー
ル

を
行
っ
て
い
ま
す
(
区
域
は
左

上
地
図
の
と
お
り
)
。

パ
ト
ロ

ー
ル
で
は

、
ご
み
の

投
げ
捨
て
な
ど
を
未
然
に
防
ぐ

と
と
も
に

、
水
辺
の

環
境
・
水

質
の

状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

多
皿
の

ご
み
や
広
範
囲
の
油

流
出
な
ど

、
処
理
が
必
要
な
状

況
に
は
、
す
ぐ
に
対
処
し
ま
す
。

パ
ト
ロ

ー
ル
の

中
で
は
、
市

民
の

皆
さ
ん
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を

お
願
い
す
る
な
ど
、
皆
さ
ん
の

意
見
も
柘
極
的
に
反

映
さ
せ
て

い
く
よ
う
に
し
て
い

ま
す

。

河
川
パ
ト
ロ

ー
ル

車
を
見
掛

け
た
ら
、
川
の
状
況
に
つ
い
て

気
付
か
れ
た
こ

と
な
ど
、
お
気

軽
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

ご協力をお願いします

家庭で できる浄化対策にご 協力< ださ い

1. 調理く ずや食 べ残し は、紐 かい物も 回収

し ましよう。

※三角コー ナーや、排水ロ ストレ ーチーに 、

ろ紙袋や 、使い 古し たスト ッキングな ど

を付けると 効果的です。

2. 食器などは 、付着し た油などをふき 取っ

てから洗い ましよう 。

※油を 捨てると きは、新聞紙に吸いとらせ 、

燃やせるご みとし て処分するなど 適切に

処 理し ましよう 。

3. 洗 濯には無リン の洗剤を 、計l し て使い

ましよう。

4. 排水 ますをこ まめに清掃しましよう 。

5. 浄化 槽は、定期的な保守点 検を受け まし

よう。 。・

河川の美化 にご 協力く ださい

1. ご みを 捨てる のはやめましよう。

2. 河川 の清掃活動に参 加し てみませんか。

3. 岸辺を きれいにしましよう。 草花を植え

るのはどう でし よう。

4. 河川 に大量のご みがあっ たら 、市役所に

連絡し てく ださい。

ご意見をお寄せください

「川をきれいにする推進本部」へ

き
れ
い
な
川
を
復
活
さ
せ
る

た
め
に
は
、
市
民
・
事
業
者
の

皆
さ
ん
の
協
力
が
、
ぜ
ひ
と
も

必
要
で
す
。

市
で
は
、
各
種
の
施
策
を
進

め
る
と
と
も
に
、
河
川
愛
護
の

大
切
さ
を
広
め
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
新
鮮
な
ご
意
見
や

ア
イ
デ
ア
を
、
十
分
に
取
り
入

れ
、
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ご
意
見
な
ど
を
推
進
本
部
ま

で
、
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

川
を
き
れ
い
に
す
る
推
進
本

部
(
景
観
担
当
室
内
)

わ

た

し

の

夢

町 山 裕くん( 梨香台小学校2年)

ぼくのゆめは、サツカーのせんしゆになる

ことです。

サツカーのせんしゆになって、つよくなっ

て、がいこくのサツカーせんしゆといっしよ

に、しあいをしてみたいです。
試合をしている裕くんと、チームの仲間



平成4年度下半期
財政事情

(平成4 年10月1 日~5 年3 月31日)

一般会計予算の執行状況

歳入

歳出

予 算現 額1,215 億6,164 万4千 円

〔繰越分11 億4,401 万 ア千円 〕

収 入濟額932 億ア,586万6 千円

〔繰越分$15,754 万1 千円 〕

収 入率 ア6.7%

〔繰越分75.0% 〕

予 算現 額1,215 億6.164 万4千円

〔繰越分11 億4,401 万7 千円 〕

支出 済額1,009 億5,370 万 円

〔繰越分1HS4.401 万Z 千円 〕

執 行率83.0%

〔繰 越分100.0% 〕

○()書きは、収入済額または支出済額です。

○一時的な支 払資金の不足につい ては、財政調整基金等を 繰り 替え使用し てい ます。

特別会計予算の執行状況

1

2

会 計 名 予 算 現 額 収入済額 収入率(%) 支 出 済 額 執行率(%)

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計

158億7,049万3 千円 140億1,556万3 千円 88.3 135*67,875万円 85.6

松戸競輪
特 別 会 計

141億7,977万8 千円 144(112,852万3 千円 101.8 137億4,568万3 千円 96.9

下 水 道 事 業
特 別 会 計

〔10fl81.331 万1千 円〕

154 億3,425 万9 千円 〔6<14,608
万円〕

75(14,625万3 千円
〔63.8〕
48.9

〔1(MS1,331万1干円〕
117億2,259万7 干円

〔10(〕.0〕
76.0

公設地方卸売市場
事 業 特 別 会 計

4億6,416万円 4億4、701万9 千円 96.3 4億662万5千円 87.6

老 人 保 健 事 業
特 別 会 計

114億6.794万2 千円 103億9,198万5 千円 90.6 103億1,526万7 千円 89.9

駐 車 場 事 業
特 別 会 計

3億9,013万6 千円 3億8,680万2千円 99.1 3億5,654万6千円 91.4

合 計
〔10億1,331万1千円〕

5Z8億676万8 千円
〔6 億4,608万円〕
472億1.614万5千円

〔63.8〕
81.7

〔10億1,331万1千円〕

501億2,546万8 千円
〔100.0〕

86.7

〔 〕内は繰越分

平成４年度河畔期の財政事情を公表
します。
4年度は第4次総合５か年計画の4
年次目に当た
り、計画遂行の重要な年でした。そ
こで、効率的な予
算執行を図り、計画に盛り込まれた
諸政策を積極的に
実施し、計画の達成を目指しました
。

第
四
次
総
合
五
か
年
計
画
の
達
成
を
徊
指
し
て

予

算
の
執

行
状
況

「
一
般
会
計
」

一
般
会
計
予
算
の
執
行
状
況

は
表
出
の
と
お
り
で
す
。

平
成
4
年
度
の
最
終
予
算
額

は
、
千
二
百
十
五
億
六
千
百
六

十
四
万
四

千
円
に
な
り
ま
し

た
。
当
初
予
算
は
千
百
五
十
二

億
円
で
し
た
が
、
そ
の
後
三
回

の
補
正
に
よ
っ
て
、
六
十
三
億

六
千
百
六
十
四
万
四
千
円
を
追

加
し
た
も
の
で
す
。

予
算
額
に
対
し
て
、
平
成
5

年
3
月
3
1日
現
在
の
収
入
済
額

は
九
百
三
十
二
億
七
千
五
百
八

十
六
万
六
千
円
で
収
入
率
は
七

六
・
七
%
で
す
。
支
払
済
額
は

千
九
億
五
千
三
百
七
十
万
円

で
、
執
行
率
は
八
三
%
で
す
。

一
時
的
な

支
払
資
金
の
不
足

に
つ
い
て
は

、
財
政
調
整
基
金

等
を
繰
り
替
え
使
用
し
て
い
ま

す
が
、
5

月
末
日
ま
で
に
は
不

足
額
に
見
合
う
収
入
が
あ
り
ま

す
の
で

、
不
足
額
は
補
て
ん
さ

れ
ま
す
。

【
特
別
会
計

】

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
ほ

か
五
特
別
会
計
の
予
算
執
行
状

況
は
、
表
図
の
と
お
り
で
す
。

【
企
業
会
計

】

水
道
事
業
会
計
ほ

か
二
企
業

会
計
の
予

算
執
行
状
況
は

、
表

圓
の
と
お
り
で
す
。

市

税

の

住

民

負

担

状

況

皆
さ
ん
に
ご
負
担
い
た
だ
い

た
市
税
を
、
市
民
一
人
当
た
り
、

ま
た
、
一
世
帯
当
た
り
に
換
算

し
た
も
の
は

、
表
圃
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

市

有

財

産

の

現

在

高

市
の

財
産
に
は
、
土
地
や
建

物
の
ほ
か

、
特
定
の
目
的
の
た

め
に

資
金
を
積
み

立
て
た
り
、

定
額
の

資
金
を
運
用

す
る
た
め

に
設
け
た
基
金
な
ど
が
あ
り
ま

す
。主

な
財
産
の
現
在
高
は
、
表

圓
の
と
お
り
で

す
。

地

方

債

の

現

在

高

市
は
教
育
・
土
木
・
社
会
福

祉
・
衛
生
・
消
防
な
ど
、
各
種

事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

通
常
こ

れ
ら
の
経
費
は

、
市

民
の
皆
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た

だ
く
市
税
、
国
や
県
か
ら
の
補

助
金
な
ど
、
そ
の
年
度
の

収
入

で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

事
業
の
効
果
が
後
世
に
及

ぶ
た

め

、
将
来
の

市
民
の
皆
さ
ん
に

も
そ
の
負
担
を
し
て

い
た
だ
い

た
方
が
、
税
の
負
担
の
公
平
が

図

る
こ

と

が
で

き

る
こ

と

か

ら

、
市
は
、
国
や
銀
行
な
ど
か

ら
長
期
で
返

済
す
る
資
金
を
借

り
て
事
業
を
進
め
て
い

ま
す
。

借
入
金
の

残
高
は
、
表
面
の

と
お
り
で

す
。

今
後
と
も
、
将
来
の
財
政
負

担
を
十
分
に

考
慮
し
な
が
ら
地

方
債
を
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

蠢

財
政
課

3 企業会計予算の執行状況

水 道事業 会 計 病 院事業 会 計 土地区画整理事業会計
予算現額

収入済額

または

支出済額

○収入額が支出額に

不足する額は、内

部留保資金で補て

んします。

競輪事業収益金の使途状況

区 分 金 額

民生費 1億円

土木贄 6億8,700万円

教育費 1億円

合 計 8億8.700万円

平成5年3月31日現在

人口454,205 人

世帯168,702世帯

面積61.33ぼ

6月9日

結
婚
の
儀
に
伴
い

市
役
所
の
業
務
は
休
み
ま
す

6
月
9
日
困
は

、
皇
太
子
の

結
婚
の
儀
に

伴
い

、
市
役
所
の

業
務
は
休
み

と
な
り
ま
す
が
、

次
の
機
関
は
平

常
ど
お
り
業
務

を
行
い
ま
す
。

○
ご
み
・
し
尿
の
収
集
は
休
み

ま
す
。

○
救
急
医
療
体
制
は
休
日
体
制
に

な
り
ま
す
(

七
ペ
ー
ジ

参
照
)
。

O
市

立
病
院
の
外
来
診
療
は
休

診
で

す
。

平常どおり業務を行う機関
運
動
公
園

市
民
劇
場

博
物
館

戸
定
が
丘
歴
史
公
園

文
化
ホ
ー
ル

婦
人
会
館

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

2
1世
紀
の
森
と
広
場

白
井
聖
地
公
園
管
理
事
務
所

常
盤
平
児
童
福
祉
館

各
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー

北
山
会
館
(
斎
場
、
北
山
市
民
会
館
)

市
民
会
館

ユ

ー
カ
リ
交
通
公
園

東
部
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
体
育
施
設

勤
労
会
館

各
市
民
セ
ン
タ
ー

機

関

名

6
3
-
9
2
4
1

6
8
1
0
0
7
0

8
4
-
8
1
8
1

6
2
-
2
0
5
0

6
7
-
/
8
1
0

6
4
1
8
7
7
8

4
5
1
8
9
0
0

4
6
-
0
1
2
1

0
4
Z
4

9
7
-
0
8
8
1

8
7
1
3
3
2
0

/ 6
8
-
1
4
9
3

8
7
1
4
0
4
2

6
8
-
1
2
3
7

4
1
-
2
7
0
7

9
1
1
0
9
4
4

8
5
-
7
1
0
0

6
5
-
9
6
6
6

/
電
話
番
号

6
月
定
例
市
議
会
を
開
催
し
ま
す

松
戸
市
議
会
6
月
定
例
会
は
、

6
月
2
8日
囲
か
ら
7

月
7
日

團

ま
で

開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
。

請
願
・
陳
情
は

、
6
月
2
3日

廁
午
後
5
時
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い

。

※
傍
聴
の
際
は

、
日
程
を
あ
ら

か
じ
め
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

鵞
市
議
会
事
務
局
議
事
課

7
團

6
㈲

5
目

2
圀

7
/
1
困

3
0團

2
9固

6
/
2
8回

期

日

本

会

議

常

任

委

員

会

本

会

議

招
集
日

・
本
会
議

会

議

予

定

議

案

等

の

議

決

議

案

等

の

審

査

一

般

質

問

議

案

説

明

主

な

内

容

結
婚
五
十
周
年
金
婚
ご
夫
婦
に
お
祝
い
品
を
贈
呈

対
象
昭
和
1
8年
9
月
1
日
~

1
9年
8
月
3
1日
の

間
に
婚
姻
し

、

夫
婦
と
も
健
在
の

市
内
在
住
者

寮
本
人
か
ら
の
申
請
で
贈
呈
し

て
い
ま
す
。
知
り
合
い
で

該

当

す
る
人
が
い

ま
し
た
ら
、

教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い

。

圃
6
月
1
8
日
窗
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
に
夫
婦
の

住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
結
婚
年
月
日

・
町
会

名
を
書
い
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
本

町
一
四
-
二
松
戸
第
一
生
命
ビ

ル
内
松
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会

(
昔
6
8
-
0
5
0
3
番
)
へ



4 市税の住民負担状況

区 分 一世帯当たり 一人当たり

市 民 税 248,394円 92,259円

固 定 資 産 税 100,450円 37.309円

都 市 計 画 税 19,188円 7,127円

そ の 他 23,311円 8,658円・

合 計 391,343円 145,353円

5 市有財産の現在高

1 基 金

① 財政調整基金66 億4,429万円

② 国民年金E口紙購入基金850 万円

③ 土地開発基金48 億円

④ 学童災害共済基金1,500 万1 千円

⑤ 松本清奨学基金5,000 万円

⑥ 高額療養費貸付基金1,500 万円

⑦ 国民健康保険事業財政調整基金

6億4,000万円

⑧ 福祉基金2 億.5,690万円

⑨ 美術品等取得基金4 億1,000万円

⑩ 白井聖地公園基金2,705 万2 千円

○ 文化施設建設基金27 億5,688万4千円

⑩ 市債管理基金9 億6,000万円

2 有価証券および出資による権利

19(11.944万3 千円

3 土地および建物

① 土地2.837.036.77m-

(うち土地開発基金4,835.46iff)

② 建物809,466.43 ぼ

4 車 両 総数416台

① 乗用車27 台

② 貨物車125 台

③ 消防車73 台

④ 救急車11 台

0 軽自動車93 台

⑥ その他87 台

4 月29 日 に オ ープ ン し た

21 世 紀の 森と 広 場

6 地方債の現在高

‘ 一時借入金の現在高はなし

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
早
期
退
治
を

樹
木
の
葉
を
食
い
荒
ら
す
ア

メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
が
発
生
す

る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
見
つ

け
た
と
き
は
早
期
駆
除
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。

防
除
器
具
お
よ
び
薬
剤
を
、

無
料
で
貸
与
し
ま
す
の
で
、
印

鑑
を
持
っ
て
6
月
7
日
側
～
9

月
3
0
日
團
の
間
に
直
接
農
政
課

へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

約
五
㍍
以
上
の
樹
木
に
つ
い

て
は
、
専
門
業
者
に
よ
る
薬
剤

散
布
を
行
い
ま
す
の
で
、
左
表

の

期
間
に
町
会
・

自
治
会
を
通

じ
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

申込受付

開 始
防除期間

第1

発生期

6/10 沛)

から

6/21( 月)

?

7/30 廊

第2

発生期

8/10(火)

から

8/20 瀏

?

9/10 鬧

黯
農
政
課
指
導
係

監
査
結
果
の
公
表

地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
二
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成

5
年
2
月
2
5日
付
を
も
っ
て
市
民

六
名
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
松
戸
市

長
措
置
請
求
書
」
に
つ
い
て
、
同

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
監
査

を
実
施
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
の

概
要
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

平
成
5
月
4
月
2
0日

松
戸
市
監
査
委
員加

藤

光
治

原
島
康
廣

渡
辺

昇

湯
浅

和
子

監
査

の
実

施

1
請
求
の
要
旨

ア
松
戸
市
松
戸
字
向
山
一
一
四

一
重
六
、
雑
種
地
、
二
〇
四
・
〇
〇

平
方
メ
ー
ト
ル
は
、
千
葉
県
知
事
の

行
っ
た
公
共
用
財
産
用
途
廃
止
処
分

に
よ
り
普
通
財
産
と
さ
れ
、
株
式

会
社
中
原
建
築
設
計
事
務
所
が
払

い
下
げ
を
受
け
、
昭
和
6
3年
4
月

6
日
に
千
葉
地
方
法
務
局
松
戸
支

局
へ
所
有
権
保
存
登
記
を
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
ま
で
固
定

資
産
税
の
非
課
税
扱
い
を
し
て
い

る
。

イ
松
戸
市
松
戸
字
向
山
一
一
四

二
番
二
、
宅
地
、
五
一
五
・
七
〇

平
方
メ
ー
ト
ル
は
、
昭
和
6
2年
6

月
2
0日
に
原
田
實
外
十
名
を
も
っ

て
所
有
権
保
存
登
記
を
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
今
日
ま
で
固
定
資

産
税
の
非
課
税
扱
い
を
し
て
い
る
。

ウ
松
戸
市
長
は
、
故
意
又
は
過

失
、
若
し
く
は
法
令
の
解
釈
、
適

用
を
誤
り
、
課
税
し
得
な
い
も
の

と
解
し
、
所
有
権
保
存
登
記
さ
れ

て
い
る
上
記
の
土
地
に
対
し
、
固

定
資
産
税
の
賦
課
徴
収
を
行
っ
て

い
な
い
行
為
は
、
違
法
若
し
く
は

不
当
で
あ
る
。

よ
っ
'て
、
松
戸
市
長
は
、
怠
る

事
実
を
改
め
並
び
に
怠
る
事
実
に

よ
っ
て
被
っ
た
損
害
の
補
填
を
な

す
べ
く
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

よ
う
、
請
求
す
る
。

以
上
を
監
査
請
求
の
要
旨
と
解

し
た
。

2
監
査
の
対
象
事
項

監
査
の
対
象
事
項
は
、
措
置
請

求
書
に
記
載
さ
れ
た
請
求
の
趣
旨

及
び
陳
述
の
内
容
か
ら
判
断
し

て
、「
違
法
若
し
く
は
不
当
に
公
金

の
賦
課
若
し
く
は
徴
収
を
怠
る
事

実
」
と
し
た
。

3
請
求
人
の
証
拠
の
提
出
及
び
陳

述

請
求
人
に

対
し
て

、
地
方

自
治

法
第
二
百

四
十
二

条
第
五
項
の

規

定
に

基
づ
き

、
平
成
5

年
4

月
2

日

新
た
な

証
拠
の
提
出
及
び

陳
述

の
機
会
を

与
え
、
こ

れ
を
行
っ
た
。

4
監
査
の
方

法

松
戸
市

長
か

ら
関
係
書
類
の

提

出
を
求
め

、
平

成
5

年
3

月
2
6日

及
び
同

年
4
月
2

日

、
市
関
係
職

Q
か
ら
事
情
を
聴
取
す
る
と
と
も

に
、
現
地
を

調
査
し

、
監
査
を
実

施
し
た
。

監

査

の

結

果

(
主
文
)

1
本
件
監
査
請
求
の

う
ち
松
戸
市

松
戸
字
向
山
一
一
四

一
重
(

に
係

わ
る
請
求
に
は

、
理

由
が
あ
る
と

認
め
、
松
戸
市
長
に

対
し

、
次
の

措
置
を
講
ず
る
よ
う
勧
告
す
る
。

圉
本
件
土
地
の
固

定
資
産
税
を

平
成
元

年
度
か
ら
賦
課

徴
収
す
る

こ

と
。

叨

実
施
期
日
は

、
こ
の

勧
告
を

受
け

た
日

か
ら
一
箇
月
以

内
と
す

る
。

2
本
件
監
査
請
求
の
う

ち
松
戸
市

松
戸

字
向
山
一
一
四
二

番
二
に

係

わ

る
請
求
に
は
、
理
由

が
な
い

も

の

と
認
め
る
。

(
理

由
)

1
松

戸
市

松
戸
字
向
山
一

一
四

一

番
六
に
つ

い
て

剛
当

該
地
は
、
地
目
が
雑
種
地
、

地

積
が
二
〇
四
・
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
で

、
も
と
も
と
は
国
有
地
と
し

て
の
里

道
(
赤
道
)
で
あ
っ
た
も
の

で
あ
り

、
昭

和
6
2年
9

月
2
2日

、

株
式
会
社

中
原

建
築
設
計
事
務
所

か
ら
提
出
さ
れ
た
公
共
用
財
産
用

途
廃
止

申
請
書
に

松
戸
市
長
の

意

見
書
を
添
付
し

、
千
葉
県
東
葛

飾

土
木
事
務
所
で
受

付
、
同
年
1
0月

1
3日
、
千

葉
県
に

お
い
て

用
途
廃

止
が
決
定
さ
れ
た

。
そ
の
後
、
大

蔵
省
か
ら

申
請

者
株
式
会
社
中
原

建
築
設
計

事
務
所
に

払
い

下
げ
ら

れ
、
昭
和
6
3
年
3

月
3
0日
表
示
登

記
、
同
年
4

月
6

日

受
付
に
よ
り

所
有
権
保
存
登
記

が
さ
れ
た
。

叨
平
成
3

年
1
9一月
頃

、
所
有
者

は

当
該
地
を
含
む

斜
面
の

樹
木
を

伐
採
し

、
ま
た
市

道
に

面
す
る
部

分
は
工
事
用
フ
ェ
ン
ス
に
よ

り
閉

鎖
さ
れ
た
状
態
で
現

在
に

至
る
。

圀

株
式
会
社
中
原

建
築
設
計
事

務
所
に

払
い
下
げ
ら

れ
た

後
も
、

非
課
税
の
ま
ま
で
あ
り

、
こ

れ
は

請
求

書
に
添
付
さ
れ
た

事
実
証
明

書
に
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
事

実
の

確
認
が
で
き
た
。

倒

昭
和
6
3年
5

月
頃

、
地
方

税

法
(

以
下

「
法
」
と
い
う
)

第
三

百
八

十
二
条
の
規
定
に
基

づ
く

登

記
所

か
ら
の

通
知
に
よ
り
、
市
当

局
は

株
式
会
社
中
原
建
築
設
計

事

務
所
の

所
有
で

あ
る
こ

と
を

確
認

し
た

。
し
か
し

な
が
ら

、
こ

の
通

知
か
ら
は
、

払
い
下

げ
の
経
過
等

は
知
る
よ
し

も
な
く

、
添
付
さ
れ

て

い

た

公

図
の

写

し
に

基
づ
い

て

、
現
地
調
査
を
行

っ
た
結
果
、

市
道
か
ら
当

該
地
の
入

口
部
分
に

数
段
の
石
段

、
高
さ

約
四
メ

ー
ト

ル

の
石
造
の

鳥
居
、
更
に

、
石
畳

状
の

も
の

が

存
在

し
て

い

た
た

め
、
斜
面
上

部
に

あ
る
宗
教
法
入

金
刀

比
羅
神
社
の
境
内
地
と
い
わ

れ
て

い
る
土
地
に

通
じ

る
道
、
つ

ま
り
参
道
で
あ
る
と
判
断
し

、
法

第
三
百
四
十
八
条
第
二
項

第
三
号

に

該
当
す
る
と
し
て

、
非
課
税
措

置
を
し
た
も
の
で

あ
っ
た

。

な
お
、
現
地
調
査
記
録

、
土
地

評
点

調

査
表

等

調

査
関

係

轡
類

は
、「
松
戸
市
文
書
分
類
及

び
文
書

保
存
種
別
に
関
す
る
規
程
」
に
よ

り

廃
棄
処
分
さ
れ
て

い
る

。

し

か
し

な
が
ら
、
入
口

部
分

が

工

事
用
フ

ェ
ン
ス
で

閉
鎖
さ
れ
た

状
態
が
、
お
お
よ
そ
一
年
間
続
い

た

時
点
で

、
参
道
と
し
て
の
機
能

が
果

た

さ
れ
て

い

な

い

と
判

断

し

、
平

成
4

年
度
固
定
資
産
税
に

つ
い
て
は

、
平

成
5

年
3

月
1

日

付
で
当

該
地
所
有
者
に
固
定
資
産

の
価

格
等
の

決
定
通
知
を
し
、
同

年
3

月
1
1日
付
で

納
税
通
知
書
を

送
付
し
た

。

以
上
、

事
実
関
係
か
ら
判
断
す

る
に

ア
法
第
三
百
四
十
八
条
は
、
固

定
資
産
税
の
非
課
税
の
範
囲
を
定

め
た
も
の
で
あ
り
、
同
条
第
二
項

第
三
号
は
、
宗
教
法
人
法
を
受
け

て
の
規
定
と
解
釈
す
る
も
の
で
あ

る
。当

該
地
は
、
も
と
も
と
国
有
地

で
あ
り
、
非
課
税
と
さ
れ
て
い
た

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
株
式
会
社
中

原
建
築
設
計
事
務
所
に
払
い
下
げ

ら
れ
、
所
有
権
が
移
転
し
た
時
点

で
の
現
地
調
査
及
び
非
課
税
と
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
よ
り
慎
重

に
対
処
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
考
え

る
。イ

当
該
地
が
株
式
会
社
中
原
建

築
設
計
事
務
所
の
所
有
と
な
っ
た

後
、
入
口
部
分
が
工
事
用
フ
ェ
ン

ス
で
閉
鎖
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
市

当
局
は
参
道
と
し
て
機
能
し
て
い

た
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当

時
に
お
い
て
も
市
道
に
面
す
る
入

口
部
分
に
は
、
数
段
の
石
段
及
び

鳥
居
等
が
存
在
す
る
の
み
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
、
市
当
局
は
こ
れ
を

見
て
、
斜
面
奥
に
あ
る
鳥
居
に
通

じ
る
道
と
予
断
し
た
と
思
わ
れ
る
。

ウ
鳥
居
・
石
畳
等
の
存
在
か
ら
、

こ
れ
を
参
道
と
見
な
し
た
市
当
局

の
措
置
は
、
あ
な
が
ち
誤
っ
た
判

断
と
は
言
い
難
い
と
こ
ろ
で
は
あ

る
が
、
事
情
聴
取
及
び
関
係
書
類

等
か
ら
し
て
も
、
参
道
と
し
て
機

能
し
て
い
た
と
す
る
確
か
な
立
証

が
得
ら
れ
な

い
と
こ

ろ
で
あ
る

。

当
該
地
は

、
公
図
上
で

も
境
内
地

と
い
わ
れ

る
土
地
と
接
し
て
お
ら

ず
、
現
況
に
照

ら
し

合
わ
せ
て
も

同
様
と
い
え

る
。

こ
れ
ら
か
ら
し
て

、
当
該
地
が

参
道
で
あ
る

と
断
定
す
る
こ

と
は

で
き
な
い
と

考
え

る
。

以
上
の
こ
と

か
ら
、
株
式
会
社

中
原
建
築
設

計
事
務
所
が
払
い
下

げ
を
受
け
た
期
日
の

賦
課
期
日

現

在
(

昭
和
6
4
年
1

月
1
日
)

で

固

定
資
産
税
の
賦

課
を
決
定
す
べ
き

で

あ
り
、
平
成
4

年
度
分
の

納
税

通
知
書
は
送
付
し
た

が
、
平

成
元

年
度
か
ら
同
3

年
度
ま
で
の

固
定

資
産
税
を
賦
課
徴
収
し
て
い

な
い

こ

と
は
、
適
切
な
措
置
で
は

な
か

っ
た
と
思
料
さ
れ
る

。

2
松
戸
市
松
戸
字
向
山
一

一
四
二

番
二
に
つ

い
て

圉
当
該
地
は
、
地
目
が

宅
地

、

地
積
が
五
一
五
・
七
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
で

、
昭
和
6
2年
6

月
2
0日
に

原
田

實
外
十
名
を
も
っ
て
所
有

権

保
存
登
記
を
し

、
法
第
三
百
八
十

二

条
の

規
定
に

基
づ
き
、
登
記
所

か
ら
の

通
知
を
受
け
、
土
地
課
税

(
補
充
)

台
帳
へ

記
載
し
た
も
の

で
あ

る
。

圜
当

該
地
は

、
こ

の
所
有
権
保

存
登
記
以

前
か

ら
原
田

重
左
衛
門

外
十
名
の
表
示

登
記
が
さ
れ
て
い

る
。

昭
和
6
2
年
6

月
2
0日
に

所
有
権

保
存
登
記

が
さ
れ

、
そ
の

所
有
者

の
一
人
で

あ
る
原
田

重
左
衛
門
か

ら
原
田
實
に
そ
の
所
有
す
る
持
分

の
変
更
が
あ
っ
た

も
の
と

思
わ
れ

る
。株

式
会
社
中
原

建
築
設
計
事
務

所
は
、
売
買
に
よ
り
原
田

賢
が
所

有
す
る
共
有
持
分
十
一
分
の

一
の

一
部
(

二
十
二
分
の
一
)

を
取
得

し

、
昭
和
6
2年
7

月
2

日
に

所
有

権
一
部
移
転
登
記
を
し

、
更
に

、

平

成
4

年
9

月
2
4日
に
こ
の

所
有

権
一
部
移
転
が
錯
誤
に
よ
っ
て

所

有
権
抹
消
さ
れ
、
現
在
、
原
田
實

外
十

名
の

共
有
名
義
と
さ
れ
て
い

る
。圀

当
該
地
に
は
祠
・
鳥
居
等
が

存

在
し

、
宗
教
法
人
金
刀
比
羅

神

社
と
し
て

、
昭
和
2
8
年
1
0月
2
3日

設
立
登
記
が
さ
れ

、
そ
の

後
、
代

表

役
員
の
交

替
は

あ
る
が
、
平
成
4

年
9

月
1
4日
に

現
代
表
役
員
の

登

記
が
さ
れ
て
い

る
。

以
上

、
事
実

関
係
か
ら
判
断
す

る
にア

金
刀
比
羅

神
社
は
、
宗
教
法

人
法
第
二
条

第
一

項
に
規
定
す
る

宗
教
団
体
と
判
断

す
る
も
の
で
あ

る
。イ

請
求
人
は
当

該
地
が
私
有
地

で

あ
る
と
こ

ろ
か
ら

、
課
税
す
べ

き
と

主
張
す
る
が
当

該
地
に

は
金

刀
比

羅
神
社
が
宗

教
法
人

登
記
し

て

お
り

、
ま
た

、
桐

・
鳥
居
等
が

存
在
し

、
境

内
地
で

は
な
い
と
す

る
理

由
は

見
つ

か
ら
な
い

。

ウ
宗
教
法
人
法
第
三

条
第
一
項

は

、
次
の
と
お
り
規

定
す

る
。

『
こ

の
法
律
に
お
い
て
「
境
内
建

物
」
と
は
、
第
一
号
に

掲
げ
る
よ

う
な
宗
教
法
人
の
前

条
に

規
定
す

る
目
的
の
た
め
に
必
要
な
当

該
宗

教
法
人
に
固
有
の
建
物
及

び
工

作

物
を
い
い

、
「
境
内
地
」
と
は
、
第

二

号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲

げ
る

よ

う
な
宗
教
法
人
の
同
条
に

規
定

す

る
目
的
の

た
め
に
必
要
な
当

該

宗

教

法
人

に

固

有
の

土

地
を

い

う

』以
上
か

ら
、
当
該
地
は
「

境
内

地
」
に

該
当
す
る
も
の
と
判
断
す

る

。エ
当

該
地
に

は
、
先
に
述
べ
た

よ
う
に
、
桐
・
鳥
居
等
が
存
在
し
、

金
刀
比
羅

神
社
が
宗
教
法
人
と
し

て
登
記
さ
れ
て
い

る
現
状
か
ら
、

市
当
局
は
法

第
三

百
四
十
八
条
第

二
項
第
三
号
に

規
定
す
る
境
内
地

と
認
定
し
、

非
課
税
措
置
を
講
じ

て

い
る
も
の
で

あ
る
。

課
税
の
認

定
は

、
自
治
大
臣
が

定
め
る
固
定

資
産
評

価
基
準
に

基

づ
く
も
の
で

、
認

定
に

あ
た
っ
て

の

依
命
通
達
に
よ

る
と
「
土
地
の

地
目
は
、
土
地
の
現
況
及

び
利
用

目
的
に
重
点
を
置
き
、
部
分
的
に

僅
少
の
差
異
の
存
す
る

時
で

も
土

地

全
体
と
し
て

の
状
況
を

観
察
し

て
認

定
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
」

と

示

さ

れ
て

い

る
と
こ

ろ
で

あ

る

。こ
の
こ

と
か
ら
、
当
該
地
は
私

有
地
で

は
あ
る
が
、
そ
れ
を
取
り

巻
く
実

態
か

ら
判
断
し
て

、
市
当

局
の
措

置
は

妥
当
で

あ
る
と
思
料

さ
れ
る

。

よ
っ
て

、
松
戸
市
長
は
、
法

第

三
百
四
十
三

条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き

、
松
戸

市
松
戸
字
向
上
一

一
四
一
番
六
の
土

地
の
固
定
資
産

税
を
、
平

成
元

年
度
か

ら
賦
課
徴

収
す
る
こ
と

が
相
当
と

考
え
る
。

松
戸
市
松
戸
字

向
山

コ

四

二

番
二
の
土
地
の

固
定
資
産
税
に
つ

い
て

は
、
法

第
三
百
四

十
八

条
第

二
項
の
規
定
に

基
づ
く

措
置
を
講

じ
て

い
る
と
考
え
る

。

最
後
に
付
け
加
え

る
な
ら

ば
、

松
戸
市
松
戸
字
向
山
一
一
四

一
番

六
の

土
地
が
参
道
で

あ
る
と

決
定

す
る
こ

と
に
つ

い
て
は

、
現
況
及

び
公

図
等
か
ら
み
て
断

定
で

き
な

い
こ

と
は
先
に
述

べ
た
と

お
り
で

あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
か
つ
て

は

境
内
地
に
通
じ
る
参

道
が
存
在
し

て
い

た
こ

と
も
十
分

想
像
で

き
る
。

し

た
が
っ
て

、
今
後

、
関
係
者

の

努
力
に

よ
り
参
道
を

確
定
さ

れ

る
こ
と

が
望
ま
し
く
、
そ
の
場
合
、

市
も
そ

れ
に

対
応
す
る
必
要

が
あ

る
と

思
料
す
る
も
の
で
あ
る

。



情
報
チ
ャ
ン
ネ
ル

保
健
衛
生

日

本

脳

炎

予

防

接

種

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
、

基
礎
免
疫
と
し
て

、
初
回
接
種

二
回
、
追
加
接
種
(
翌
年
二

回
、

基
礎
免
疫
終
了
後
四
年
に
一
回
、

学
校
（
小
学
三
年
、
中
学
一
年
)

で
追
加
免
疫
を
行
い
ま
す
。

申
し
込
み
を
す
る
人
三
歳
以

上
十
六
歳
未
満
の
基
礎
免
疫
ま

た
は
追
加
免
疫

を
終
え
て
い
な

い
人
で
、
問
診
票
(
以

前
の
回

診
票

も
含
む
)

を
持
っ
て
い
な

い
人

申
し
込
ま
な
く
て
よ
い

人
平

成
元
年
4

月
2
日
~
2

年

4
月
1

日
生
ま
れ
の
人
に
は
、

初
回
接

種
二
回
分
、
昭
和
6
3年

4
月
2
日
~

平
成
元
年
4

月
1

日
生
ま
れ
の
人
に
は
、
追
加
接

種
一
回
分
の
問
診
票

を
そ
れ
ぞ

れ
3

月
下
旬
に
送
っ
て

い
ま
す

の
で

申
し
込
む
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
(
平
成
2

年
4
月
2

日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
に

は
来
年
送

り
ま
す
)
。

黯
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

容

6
6
-
7
4
8
4
番

三

歳

児

健

康

診

査

対
象
平
成
2

年
2
月
生
ま
れ

の
幼
児

健

診
日
6

月
1
日
～

2
9日
の

各
火
曜
日

会
場
松
戸

保
健
所

や
該
当
者
で

健
康
診
査
票

が
届

か
な
い
人
は
、
ハ
ガ
キ
に
左

記
要

領
で

記
入
し
て
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

蠢
松
戸
保
健
所
保
健
指
導
課

｀

6
1
-
9`
1
9イ
上
番

療

育

相

談

6
月
1
0日
團
午
後
1
時
~
1

時
3
0分

会
場
松
戸

保
健
所

対
象
乳
児
の
股
関
節
脱
臼
検
診

米
受
診
者
や
、
整
形
外
科
の
診

察
・
相
談
を
希
望
す
る
十
八
歳

未
満
の
人

圃

電
話
で

松
戸
保
健
所
保
健
指

導
課
四
6
1
-
2
1
2
1
番
へ

女

性

国

内

派

遣

研

修

参
加

者

を

募

集

対
象
4
月
1

日
現
在

、
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
満
二
十

歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
女
性

期
間
8
月
2
7日
倒
~
2
9日
照
〔
二

泊
三
日

〕

内
容
女
性
学
講
座

会
場
国
立
婦
人
教
育
会
館
(
埼

玉
県
嵐
山
町
)
定
員
十
人

費

用
無
料

圃
6

月
3
0日
團
ま
で
に

、
レ
ポ

ー
ト
(
テ
ー
マ
「
女
性
の

目
で
見

た
地
域
づ
く
り
」
八
百
字
程
度

を
持

っ
て

直
接
女
性
課
(

婦
人

会
館
内
{
1
6
2
-
5
6
9
5番
}へ

募
集
し
ま
す

ジ

ャ

ズ

体

操

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

参

加

グ

ル

ー

プ

募

集

発

表
日
一
1
1
1
1

月
2
1
日

㈲

会

場

市
民

会

館

対

象
7

月

―
日
困

午

後
1

時
3
0
分

か

ら
健

康

増

進

セ

ン

タ

ー
で

行

わ

れ
る

運

営

委

員

会
に

参

加
で

き

、

役
割

分

担

に

協

力
で

き

る

先

着
二

十

五

団

体

程

度

惠
6

月
7

日

㈲

午

前
9

時

か

ら

、

直

接

ま
た

は

電

話
で

健
康

増

進

セ

ン

タ
1

・
1
6
8
-
1
8
1
4

番

へ市

立

病

院

パ

ー

ト

職

員

募

集

職

種

理

学

療

法

土

一

人

勤

務

時

間

午

前
8

時
3
0
分
~

午

後

5

時
1
5
分
(

相

談
)

期

間
7

月

~

翌

年
9

月

選

考

随

時

面

接

泄

市

立

病

院

庶

務

課

人

事

係

容

6
3
1
9
？
1
7
1

内

線
n
/
】
λ
4
'
1
n
J

番

市
制
五
十
周
年

記
念
「
水

都
市

ま
つ

ど
5
0」
夏
の
祭

典

手
作
り

い
か
だ
下
り
と
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

参
加
者
募
集

開
催
日
8

月
1
日
照

雨

天

の
場
合
は
8
日
㈲
会
場
江
戸

川
河
川
敷
古
ヶ
崎
グ
ラ

ウ
ン
ド

手

作

り

い

か

だ

下

り

募
集
チ

ー
ム
数
一
チ

ー
ム
三

～
六
人
、
先
着
百
チ
ー
ム
参

加
視
格
十
㍍
以
上
泳
げ
る
小
学

四

年
以
上
(
小

学
生
チ

ー
ム
は

二
人
以
上
、
中
・
高
校
生
チ

ー

ム
は
一
人
以
上
の
保
護
者
が
同

乗
す
る
こ
と
)

コ

ー
ス
流
山

ガ
ス

管
橋
圭

二
郷
有
料
橋
ま
で

の
五
㌔
賞
品
多
数
費
用
一

人
二
千
五
百
円

圃
6

月
2
5日
窗
ま
で
に
、
所
定

の
申
込
用
紙
を
郵
送
で
〒
2
7
1
松

戸
市
松
戸
二
〇
六
〇
松
戸
商
工

会
館
内
松
戸
青
年
会
議
所
ア
メ
ニ
テ
ィ

委
員
会
(
U
6
5
-
0
2

3
4

番
)
ヘ

フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

募
集
店
数
三
百
店
(
左
表
)

惠
7

月
7

日
團
ま
で
に
、
電
話

で
日
本
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
市
民

の
会
容
0
3
-
5
2
2
8
-
3
3

2
0
番
へ

千

葉

県

技

術

・

市

場

交

流

プ

ラ

ザ

参
加

者

募

集

資
格
県
内
中
小
企
業
者
(
製

造
・
流
通
・
サ
ー
ビ
ス
業
)
募

集
人
員
約
三
十
人

費
用
無
料

惠
6

月
3
0日

困
ま
で

に
、
県
商

工

労
働
部
工

業
課
指
導
係
容
0
4
3

よ

…一
-
2
7
2
5

番
へ

フリーマーケット出店案内

出店形態 出店方法 スペース
出 店 料

(当日徴収）

ア マ チ ュ ア

(一般家庭での不
用品の市)

車 2.5×6㍍ 3,000円

手持ち 2×2㍍ 2,000円

手 作 り

(手作り派の作品
の市)

車 2.5×6㍍ 5,000円

手持ち 2×2㍍ 3,000円

プ ロ

(商店の在庫処分
などの市)

車 4×6㍍ 8,000円

手持ち 2×2㍍ 5,000円

※その他松戸在住の学生なら無料で参加できるコーサ
もあり ます。

お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
平
成
5
年

度
保
険
料
率
が
決
定

①所得割額

6.04%

所得がある加入者ごとに所得

から基礎控除31万円を引いた

金額にかけますo

②被保険者均等割額

9,010!円

加入者1 人分の年額で世帯の

加入者数をかけますo

③世帯 別平 等割 額

8,260円
9 世帯に対しての年額ですo

※①~③の合計が年間保険料額で上限は50万円です。

※
国
民

健

康

被

保

険
者

証

は

、

毎

年
更

新

に

な
り

ま

す

。

黯

国

民

健

康
保

険

課
賦

課

係

休

診

の

お

知

ら

せ

6

月
1
7
日

團

・
1
8
日

廁
の

眼

科

外

来

は

、
医

師

が

学
会

に

出

席
の

た

め
休

診

と

な

り

ま
す

。

黯

市

立

病

院
眼

科

外

来

四
6
3
-

り
乙
1
7
1

内
線

】↑
よ
O
(り
番

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

に

送

る

絵

本

を

募

集

昨

年

に
引

き

続
き

、

イ
ン

ド

ネ
シ

ア

の
子

ど

も

た

ち

に

贈
る

た
め

幼

児

向
け

の

絵

本
(

な

る

べ
く

文

字

の

少
な

い

も

の

、
漫

画
本

不

可
)

を
募

集

し

ま

す

。

絵
本

の

受

け

付
け
6

月
1
6
日

困
よ
(
一
日

困

の
間

に

、

市

立
図

書
館

本

館

、

新
松

戸
・
小

金

原
・

常

盤
平

の

各

分
館

で

※
絵

本

の

発

送
や

、

英

訳

な
ど

を

手
伝

っ
て

く
だ

さ

る

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
を
募
集
し
て

い

ま
す

。

郵

送
費

に

充
て

る

賛
助
金
も
集
め
て
い
ま
す
。

崑

イ

ン

ド

ネ
シ

ア
に

絵

本

を

送

る

会
(

㈲
松

戸

市

お
は

な

し

キ

ャ
ラ

バ

ン
内
)
B
4
4
-
3
0
3

7

番

サ
ー
ク
ル

松
戸
少
年
ラ

グ

ビ
ー

ス
ク

ー
ル毎

週
日
曜
日
午
前
9
時
~
正

午

会
場
松
戸
自
衛
隊
グ
ラ
ウ

ン
ド

対
象
小
学
生

費
用
月

千
円
(
入
会
金
千
円
)

蠢
銅
谷
四
4
1
1
9
3
1
1番

松

戸

東

警

察

署

タ

ッ
チ

ヤ

ン

グ

柔

・

剣

道

推

進

会

剣
道
＝
毎
週
月
・
水
曜
日
、

柔
道
=

木
曜
日
、
午
後
5

時
3
0

分
～
8

時
3
0分

会
場
松
戸
東

警

察
署

費
用
月
千
五
百
円
(
入

会
金
な
し
)

惠
6

月
2
1日
囲
ま
で
に
、
電

話

で
松
戸
東
警
察
署
防
犯
課
{
1
4
9

-
0
1
1
0

番
へ

八

柱

ダ

ン

ス

サ

ー
ク

ル

毎
週
水
曜
日
午
後
6

時
か
ら

会
場
八
柱
市
民
セ
ン
タ
ー

費

用
無
料

内
容
体
験
入
会

覬
岩
田
{
。
肌
-
2
0
6
4

番

汰
会
場
は
変
更
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

六

実

市

民

セ

ン

タ

ー

と

図

書

館

六
実

分

館

が

休

館

工

事
の
た
め
、
8
月
2
8日
出

は
、
休
館
し
ま
す
(
雨
天

時
は

9
月
4
日
出
)
。
セ
ン
タ
ー
受
付

は
平
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

六
実
支
所
{
。
8
5
-
0
1
1
3

番千

葉

県

伝

統

的

工

芸

品

の

指

定

希

望

申

請

に

つ

い

て

対
象
①
製
造
過
程
の

主
要
部

分
が
手
工
業
的
で

あ
る
②
伝
統

的
な
技
術
・
技
法
に
よ
り
製
造

さ
れ
て
い
る

③
伝
統
的
に
使
用

さ
れ
て

き
た
原
材
料
が
主
な
原

材
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る

④
お
お
む
ね
十

年
以
上
県
内
で

製
造
さ
れ
て
い
る

惠
6

月
1
4日
㈲
ま
で
に

、
直
接

商
工

課
振
興
係
へ

移

動

暴

力

相

談

所

を

開

設

6
月
2
3日
團
午
前
1
0時
～
午

後
4
時
会
揚
東
葛
飾
支
庁

寶
則
千
葉
県
暴
力
追
放
県
民
会

議
事
務
局

容
0
4
3
-
2
5
4
-
8
9
3

0
番

し

尿

処

理

手

数

料

の

納

入

通

知

書

は

届

き

ま

し

た

か

平
成
5
年
度
の
納
入
通
知
書

を
、
5
月
下
旬
に
発
送
し
ま
し

た
。
手
数
料
の
納
期
限
は
左
表

の
通
り
で
す
。

区 分 期 別 納 期 限

人

頭

制

第1期 平成5年6月30日竭

第2期 平成5年9月30日困

第3期 平成5年12月28日㈲

第4期 平成6年3月3旧 附

従量制 月単位 くみとり作業日の翌月末

蠢
清
掃

第一

課
料
金

係

6
月
は
動
物
の
正
し
い

飼
い
方
推
進
月
間
で
す

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

セ

ン

タ

ー

を

ご
利

用

く

だ

さ

い

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設

毀
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て

い

ま
す
。

相
談
日

時
月
～
金
曜
日
、
午

前
9
時
~

午
後
5
時

芦
巾
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
{
1
6
2
-
5
9

6
3
番

身
体

障
害
者
へ

給
付
す

る

日
常

生
活
用
具

が
追
加

さ

れ
ま
し

た

対
象
①
入
浴
補
助
用
具
=
下

肢
ま
た
は
体
幹
機
能
障
害
者
で
、

入
浴
に
介
助
を
必
要
と
す
る
人

②
拡
大
読
書
器
=
視
覚
障
害
者

で
、
こ
の
装
置
に
よ
り
文
字
等

を
読
む
こ
と
が
可
能
な
人
(
①

・
②
と
も
身
体
障
害
者
手
帳
を

持
つ
十
八
歳
以
上
の
人
)

黯
し
あ
わ
せ
課
給
付
係

中小企業融資制度のご案内

資 金 名 限 度 額 返済期間 利 率( 年) 利子補給率(年)

運 転 資 金 2 千万円 5 年以内

1 年以内4.Z%

3 年以内5.0%

7年以内5.2%

7年超5.4%

3.0%

設 備 資 金 3 千万円 7年以内 3.0%

小 売 商 業、
経営安定化資金

2 千万円 5 年以内 3.6%

小 売 商 業、
設備近代化資金

3 千万円 7年以内 3.6%

経済変動対策資金 2 千万円 5 年以内 3.7%

※経済変動対策資金・‥対象は最近3 力月の平均売上高が、前年同期比

20% 以上減少、または最近6 ヵ月の平均売上高が前年同期比15% 以

上減少し ている法人または個人。申し 込みは平成6 年3 月31日まで

蠢 商工課振興係

幼

稚

園

児

等

を

流

れ

る
プ

ー

ル

に

招

待

対
象
市
内
の
幼
稚
園
・
福
祉

施
設
の
幼
児
(

付
添
者
を
含
む

団
体
で

申
し
込
み
)

と
母
子

家

庭

招
待
期
間
7
月
5
日

㈲
～

1
7日
出
の
間
の
平
日
、
午
前
1
0

時
~
午
後
1

時

匣
流
れ
る
プ
ー
ル

ー
ア
ル
ト
ピ

ア
・
1
8
5
-
1
0
8
0番
へ

母
子
家
庭
に
は
、
母
子
福
祉

推
進
員
を
通
じ
て

招
待
券
を

お
届
け
し
ま
す
。

5
月
2
0日
号
の
千
葉
大
学
陶
芸

学
部
の
写
輿
掲
載
に
当
た
り
、
一

部
誤
解
を
招
く
表
現
が
あ
り
ま
し

た
。
農
場
は
移
転
し
ま
す
が
、
同

学
部
は
移
転
し
ま
せ
ん
。

季

節
(
中
元
)
資
金
を
融

資

県 の 制 度 市の制度

融資限度額
1 中小企業者800万円以内、

1 組合1,200万円以内
100万円以内

融 資利 率

①4.0%以内(保証協会の保

証付)

②4.5%以内(①以外)

4.7%(利子補給

有り3.26

%)

触資 期間 5ヵ月以内 6ヵ月以内

償
還
方
法
割
賦
償
還
ま
た
は

一
括
償
還

申
込
受
付
期
限
7

月
3
0日
面

残
松
戸
商
工
会
議
所

｀
6
4
-
3

1
1
1

番

市
役
所
の
土
曜
閉
庁

市
役
所
は
、
一
部
の
施
設
を
除
き
、
毎
週
土
曜
日
限
庁
し
ま
す
・

旅
立
病
院
外
来
も
、
毎
週
土
曜
日
は
休
み
ま
す
。

日
/
E
E松
戸
市
長
選
挙

す
き
で
す
松
戸

行
き
ま
す
投
票

栄養改善推進員が

委嘱されました

栄
養
改
善
推
進
員
は
、
地
域

の
中
で
、
食
生
活
講
習
会
な
ど

を
通
じ
、
食
生
活
改
善
の
輪
を

広
げ
て
い
ま
す
。

今
回
市
か
ら
委
嘱
を
受
け
た

人
た
ち
は
下
表
の
と
お
り
で
、

任
期
は
二
年
間
で
す
。

食
生
活
改
善
に
関
す
る
ご
相

談
な
ど
、
気
軽
に
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。

廛
健
康
管
理
課
松
戸
方
面
保
健

室
{
1
6
6
j
7
4
9
0
番

推進員として必要な 研修を受ける推進員

の皆さん

松
戸
・
明
・
矢
切
・
東
部
地
区

(
敬
称
略
)

栄

養

改

善

推

進

員

阿部喜代子

中村 孝子
稲垣 昭子

大瀧 弘子
安川 俊子
松迫 悦子

公手八重子
屋敷多美子
松戸ひさ子

竹内 康子

小
金

ふ

金
原
・
馬
橋
・
新
松
戸
地
区

信田 芳子
岩永 咲子
片野干代子

本多 初枝
平林 一恵
庭野フミ子

伊藤 洋子
加藤 道子

松本 悦子
山中 京子

常
盤
平
・
五
香
・
六
実
地
区

谷口みゆき

永野 和子

新妻伸江

佐光多佳子

基 厚子

永澤 幸子

鷲野みどり

正岡恵美子

須田イヨ子

横井扶美子

任
期
満
了
に

伴
う
松
戸
市
長

選

挙
が
、
6
月
2
0日
収
に
行
わ

れ
ま
す
。

今
後
四
年
間
の
市
政
を
託
す

人

を
選
ぶ
大
切

な
選
挙
で

す
。

棄
権
せ
ず
み
ん

な
そ
ろ
っ
て
投

票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
日
…
6
月
2
0日
照
午
前

7
時
~

午
後
6
時

投
票
で
き
る
人
・
=昭
和
4
8年

6
月
2
1日

ま
で
に
生
ま
れ
、
平

成
5
年
3

月
1
2日
ま
で
に
松
戸

市
に
転
入
届
を
し
、
引
き
続
き

居
住
し
て

い
る
人

投
票

方

法
・・
・
記

号

式

投
票

で

行
い

ま
す

。
こ

れ

は

、

投
票

記

載
台

に

備

え
付

け

の

○

記

号
印

で

、
支

持

す

る

候
補

者

の

所
定

欄
に

印

を

押

す

方
法
で

す

。

不

在

者

投

票

投

票

日

当
日

、
会

社

の

出
張

、

出

産
予

定

、

旅

行
等

の

や

む
を

得

な
い

事

情
の

た
め

投

票
で

き

な
い

人

は

、
不

在

者

投

票

が
で

き

ま
す

。

期

間
・
=
6‐
。
月
1
3
日

㈲
~
1
9
日

倒

時
間
E

午

前
8

時
3
0
分
～

午

後
5

時
場

所
・
・
雨

役

所
本

館

二

階

大

会

議
室
(

支

所
で

は
で

き

ま
せ

ん
)郵

便

投

票

身
体

障

害

者
手

帳

、

戦

傷

病

者

手
帳

の

交

付
を

受

け

、

身
体

に

重
度

の

障

害

が
あ

る

人

は

、

郵

便
に

よ

る

不
在

者

投

票

が
で

き

ま
す

。

こ

の

場

合

、
選

挙

管

理

委

員

会
に

、
郵

便

投
票

証
明

書
の

交

付

申
請

が

必

要
で

す

。

投

票
方

法
・
・・
投
票

用

紙

と

、

投
票

用

封

筒

を
請

求

す

る

た
め

の

請

求
書

に

署

名
し

、

郵

便
投

票
証
明
書
と
と
も
に
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

す
で

に
、
郵
便
投
票
証
明
書

の

交
付
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、

事
前
に
お
送
り
し

ま
す
。

請
求
期
限
…
投
票
日
前
四
日

(
6
月
1
6日
困
)
ま
で

※
選
挙
公
報

を
6
月
1
7日
閑
の

朝
日
・
産
経
・
千

葉
日
報
・

東
京
・
日
本
経
済
・

毎
日
・

、

読
売
の
各
紙
朝
刊
に
折
り
込

む
予
定
で
す
。
各
支
所
・
市

民
セ
ン
タ
ー
に
も
置

き
ま
す

の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
選
挙
は

7
月
1
1
日
㈲
で
す

7
月
1
9
日

任

期

満
了

と

な

る

農

業
委

員

会

委

員

選
挙

は

、
7

月
1
1
]日

収

に

行

わ

れ
ま

す

。

投
票

日
=
・
7
月
一
1
1
1
1

一
日

㈲

立

候
補

受

け
付

け
…
7

月
4

日

収
午

前
8

時
3
0
分
~

午

後
5

時
の

間

に

、

市

役

所
本

館

二

階

大

会
議

室

で

※
立
候
補
届
出
に
関
す
る
書
類

は
、
6
月
2
3日

困
~
2
5日
圖

の
間
に
、
選
挙
管
理

委
員
会

で

お
渡
し
し
ま
す
。
立
候
補

を
予
定
し
て

い
る
人
は
、
取

り
に
来
て

く
だ
さ
い
。

蠢
市
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局

市
営
住
宅

空
き
家
入
居
(
待
機
)
者
募
集

申し込 みは

6/15( 火)~22(火)

入
居
資
格
…
①
平
成
4

年
6

月
2
3日
以
前
に
住
民
登
録
を
し

、

引
き
続
き
市
内
に

居
住
し
て
い

る
か
、
ま
た
は
同
日
以
前
か
ら

市
内
の
一
定
の

勤
務
場
所
に
勤

務
し
て
い
る
人

②
現
に
同
居
し

て
い

る
か
、
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
(

事
実
上
婚
姻

関
係
と
同
様
の

事
情
に
あ
る
人

、

そ
の

他
の
婚
姻
の
予
定
者
を
含

む
)

が
あ
る
こ
と

③
年
間
総

収

入

が
表
I
・
2

の
収
入
基
準
に

該
当
す
る
人
。
た
だ
し
、
二
人

以
上
の
収
入
が
あ
る
世
帯
、
寡

婦
(
寡
夫
)
控
除
、
身
障
者
控
除

の
対
象
者
の

い
る
世
帯
に
つ
い

て
は
、
金
額
に
変
更
が
あ
り
ま

す
④
現
に
住

宅
に
困
窮
し
て
い

る
こ
と

が
明

ら
か
な
人

申
込
用
紙
の
配
布

…
6
月
8

日
㈹
～
2
2日
㈹
の
間
に
、
住
宅

課
と
各
支
所
で

惠
6

月
1
5日
㈹
~
2
2日
㈹
の
聞

に
、
住
宅
課
へ

※
配

布
・
申
し

込
み
と
も
、
午

前
9

時
~
午
後
5
時
。
6
月

9
日
團
・
1
2
日
出
・
1
3
日
㈲
・

1
9日
出
・
2
0日
㈲
は
行
い
ま

せ
ん
。

入
居
方
法
・・・
空
き
家
が
生
じ

次
第
、
当
選
順
位
に
よ
り
入
居
。

平
成
6

年
5
月
末
ま
で
に
空
き

家
が
生
じ
な
い
場
合
は
、
当
選

権
が
失

効
し
ま
す
。

墨

仮
称
)
松
戸
新
田
第
二
市
営

住
宅
新
築
入
居
募
集
(第
二
種
)

は
、
9
月
上
旬
の

予
定
で

す
。

蠢
住
宅
課
公

営
住
宅
係

表1 給 与 所得 者1 人 の 場合 の早 見表( 前年1 年 間 の総 収入) 単位 円

種別
家族数
(本人を含む)

単身者 2 人 3 人 4 人 5 人

第4
総収入

金 額

最低

最高

0

2,207,999

0

2,707,999

0

3,207,999

0

3,659,999

0

4,095,999

第
1
種

総収入

金額

最低

最高

2,208,000

3,591,999

2,708,000

4,027,999

3,208,000

4,∠163,999

3,660,ぼ)0

∠5,903,999

4,096,000

5,339,999

表2 事 業所 得者1 人の 場 合の 早見 表(前年1 年間の必要経費控除後の所得金額)

種

別

家族数
(本人を含む)

単身者 2 人 3 人 4 人 5 人

1
所 得

金 額

最低

最高

0

1,380,000

0

1,730,000

0

2,080,000

0

2,430,000

0

2,780,000

甲

種

所 得

金 額

最低

最高

1,380,001

2,376,000

1,730,001

2,726,000

2,080,001

3,0/6,000

2,430,001

3,∠126,000

2,780,001

3,776,000

募 集 住 宅・戸 数

①天神山・松戸新田・新松戸・新松戸第二・
三矢小台 一六高台の3DK 等

8 戸

②常盤平南部・常盤平南部第二・幸田第二
の3DK 等

9 戸

③横須賀・小金原2 号棟・小金原併存・幸
田・八ヶ崎の2DK

11戸

④母子世帯向住宅の3DK q 戸

⑤身体障害者向住宅の3DK 等 1 戸

第

一

種

住

宅

第

二

種

住

宅

①胡録台・相模台1号棟・稔台・小金原1
号棟の2K( 単身可)

3 戸

②八ヶ崎・常盤平南部・相模台2 号棟の2
DK 等

3 戸

③天神山・松戸新田・新松戸・新松戸第
二・幸

田第二・三矢小台・六高台の3DK 等
8 戸

④母子世帯可主宅の3DK 等 2 戸

⑤身体障害者向住宅の2LDK 等 q 戸

⑥老人世帯向住宅の3DK 等 1 戸

歯
を
大
切
に

歯
並
び
の
お
話

③
歯
列
矯
正
治
療
に
つ
い
て

治
療
に
向
い
て
い
る
年
齢

そ
れ

ぞ
れ
の
ヶ
I

ス
に
よ

り
、
最
適
な
開
始
時
期
は
違

っ
て
き
ま
す
。

一
般
的
に
は
、
小
学
校
高

学
年
か
ら
中
学
生
に
か
け
て

治
療
す
る
場
合
が
多
い
で

す

が
、
ま
だ
乳
歯
し
か
生
え
て

い
な
い
時
期
で

も
、
治
療
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

歯
と
同
じ
色
の

装
置
や
、

歯
の
裏
側
に
付
け
る
装
置
を

用
い
て

、
目
立
だ
な
い
治
療

が
で

き
る
よ
う
に

な
っ
た
か

ら
で

す
。

治
療
期
間

治
療
期
間
は
二
年
く
ら
い

（
一
ヵ
月
に
一
回
の
治
療
で
)

で

す
が
、
個
人
差
が
あ
り
、

短
い
人
で
一
年
、
長
い
と
数

年
に
渡

る
と
き
が
あ
り
ま
す
。

装
置

を
付
け
て
い
る
期
間

は
、
と
て
も
長
い

と
思
わ
れ

ま
す
が
、
そ
れ
は
一
生
の
う

ち
の
ほ
ん
の
つ

か
の
間
の
こ

と
で

す
。

治
療
装
置
に
つ
い
て

装
置
は

、
一
人
ひ
と
り
に

合
っ
た

も
の
を
使
い
ま
す
。

囗
の
中
に
使
う
装
置
は
、

ほ
と
ん
ど
が
固
定
式
の
も
の

で
、
一
本
一
本
の
歯
に
く
っ

つ
い
て
い
ま
す
。
最
初
は
違

和
感
を
感
じ
る
も
の
も
あ
り

ま
す
が
、
二
、
三
日
で
慣
れ
、

そ
の
後
は
治
療
前
と
同
じ
よ

う
に
、
日

常
生
活
や
ス

ポ
ー

ツ
が
で

き
ま
す
。

ま
た

、
家
の
中
な
ど
で

時

間
を
決
め
て

使
う
装
置
に
は
、

頭
に
か
ぶ
る
も
の

や
、
取
り

は
ず
し
の
で

き
る
も
の
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

ど
の

装
置
も
歯
を
正
し
い

位
置
へ
動
か
す
た
め
に
、
適

切
な
力
を
か
け
る
よ
う
設
計

さ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

装
置
が
歯
や
歯
茎
を
傷
つ

け

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

矯
正

治
療
を
成
功
さ
せ
る

た
め
に

は

恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
根
気

よ
く
頑
張

っ
て

く
だ
さ
い
。

特
に
歯
磨
き
は
重
要
で
す
。

ま
た
、
周
囲
の
人
々
の
理
解

や
応
援
も
必
要
で

す
。
お
友

達
も
か

ら
か
っ
た
り
し
な
い

で

く
だ
さ
い
ぬ
。

ア
メ
リ

カ
で

は
矯
正
装
置

を
付
け

る
と
、
周
り
の
お
友

達
が
、
お
祝
い
の
言
葉
を
か

け
て

く
れ
る
そ
う
で
す
。
ま

た
、
家
族
の
方
々
の
理
解
や

協
力
も
、
と
て

も
重
要

な
こ

と
な
の
で

す
。

三
回
に
わ
た
っ
て

、
歯
並

び
に
つ
い
て
お
話
し
て
き
ま

し
た
が
、
悪
い
歯
並
び
を
矯

正
す
る
こ

と
は
、
と
て

も
大

切
な
こ
と
だ
と
お
分
か
り
い

た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

長
い
期
間
の
治
療
で

す
が
、

お
囗
の
健
康
と
こ
ぼ
れ
る
よ

う
な
笑
顔
を
目
指
し
治
療
さ

れ
る
方
々
が
、
増
え
て

き
て

い
ま
す
。

(
松
戸
歯
科
医
師
会
)

危

険

物

そ

の

時

そ
の

場

が

正

念

場

6
/
6
刪
~
1
2出
は
危
険
物
安
全
週
間
で
す

日 程 表

会 場 名
日 程

6 月 フ 月

中央保 健センタ ー 14日(月) 16日愬・28日圉

五香市民センタ ー 28日(月) 9 日愬・21日 加

松飛台市民センター 11日出・22日図

小金北市民センター 10日困・22日図

東部市民センタ ー 2日瀏・忸ヨ側・23Eヨ愬

馬橋東市民センター 2日瀏・13日W-23Eヨ閨

健康 増進センタ ー 5日側・14日淞26日側

常盤平市民センター 8 日(火) 6日(火)・16日働

明 市 民 セ ン タ ー 30日困 9日愬・20日(火)

古ヶ崎市民センター 21日(月) 1日困・13日(火)

稔台市民センター 25日倒 6日(火〉・15日困

小金原市民センタ ー 16日淞25日宙 8日困・19日(月)

新松戸市民センター 8 日(火) 7日(昶・19日(月)

小 金市民センタ ー 5日回・13日詢・22Eヨ哨

馬橋市民センタ ー /
六実市民センター別館 15日(火) 8 日(村

二十世紀が丘市民センター / 6日図・15日附・26日興

時間

午
後
1
時
1
5分
～
2
時
3
0分

愛
の
献
血

黯
健
康
管
理
課
業
務
係

期 日 時 間 会 場 主 催

6/11c
午前10時

S
午後4 時

伊 勢 丹
松戸店前

松戸・松戸東・

松戸中央・松

戸西ロータリークラブ

17困
松戸

市役所
松 戸 市



情報チャ

ンネル
※タイトルが色刷りのものは、
市の主催です。

人 口 と 世 帯(5 月1日現在)

O 人口482,65[] 人( 十1,736)

男235,483 人( 十BP7)

女227.167 人( 十9 〔〕9)

O 世 帯170,697 世帯( 十1,6[][])

催

し

物

性

教

育

セ

ミ

ナ

ー
講

演

会

6
月
1
8日
畄
午
前
1
0時
~
正

午

会
場
市
民
会
館

内
容

①

「
思
春
期
の
男
女
の
性
-
医
学

的
立
場
か
ら
」
…
東
峯
婦
人
ク

リ
ニ
ッ
ク
院
長
・
松
峯
寿
美
氏

②
「
思
春
期
の
子
供
に
ど
う
対

応
す
る
か
」
:
一
橋
大
学
講
師
・

村
瀬
幸
浩
氏

費
用
無
料

茴
健
康
管
理
課
容
6
6
1
7
4
8

8
番

馬

橋

プ
ラ

ウ

エ

ン

コ

ー

ル

演

奏

会

6
月
1
3日
㈲
午
後
2
時
開
演

会
場
市
民
会
館

賀
用
五
百
円

内
容
弦
楽
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
に
よ

る
「
ス
タ

ー
バ
ト

ー
マ
ー
テ
ル
」

ほ
か

憇
五

味
音
4
3
1
9
3
5
5
番

盆
踊

り
講
習
会

6
月
1
9日
出
・
2
6日
出
午
後

7
時
か
ら

会
場
市
民
会
館

費
用
無
料

内
容
「
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
音
頭
」
ほ
か

黯
松
戸
民
踊
愛
好
会
・
川
島
登

6
2
1冖
O
Q
)
[
D
7

番

「
川
端
康

成
」
を

読
む

6
月
2
2日
・
2
9日
、
7
月
2
0

日
・
2
7日
、
8
月
1
9日
・
2
4日

の
各
火
曜
日
、
午
後
1
時
3
0分

～
3
時
3
0分

会
場
市
民
会
館

講
師
元
相
模
女
子
大
教
授
・
森

安
理
文
氏

定
員
先
着
百
人

費
用
無
料

テ
キ
ス
ト
「
伊
豆

の
踊
子
」
ほ
か

惠
6
月
8
日
次
か
ら
電
話
で
市

立
図
書
館
本
館
容
6
5
-
5
1
1

5
番
へ

水

墨

画

・

墨

彩

画

初

心

者

教

室6

月
1
3
日

㈲

・
2
7
日

㈲

、
7

月
1
1
日
旧
・
2
5
日
㈲
、
午
前
1
0

時
~

正

午

会

場

矢

切
公

民

館

費

用

三

千
円

定

員

十

五

名

講

師

石

井
白

藤

氏

固

小

島

四
6
2
-
5
4
4
8

番

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー
(

五

地

区
)

合

同

芸

能

発

表

会

6

月
2
4
日

困

午

前
1
0
時
~

午

後
4

時
3
0
分

会

場

市
民

会

館

費

用
入

場

無

料

熈

実
行

委

員

会

代

表

・

直
#
9
一

4
5
1
(χ
)『
り
Q
J
1番

特

別

交

通

法

規

講

習

会

6
月
2
0
日
旧

午

後
1

時
3
0
分

か
ら

会

場

総

合

福
祉

会

館

持
ち

物

運

転

免

許

証
と

印

鑑

寮

身
障

運

転

者

協
会

員

以

外
の

人

も

受

講
で

き

ま

す

。

黷

松
戸

市

身

障

運
転

者

協

会

・

松
井

登
4
2
-
0
7
3
9

番

英

語

講

演

会

「

異

文

化

を

超

え

て

世

界

の

女

性

達

の

輝

き

方

」

6
月
1
9日
出
午
後
2
時
~
3

時
3
0分

会
場
青
少
年
会
館

講
師
海
外
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・

樋
口
容
視
子
氏

費
用
電
話
予

約
二
百
円
、
当
日
三
百
円

寮
英
語
で
の
講
演
会
で
す
の
で

。

小
さ
な
子
ど
も
は

ご
遠
慮
を

黷

国
際
親
善
ク
ラ

ブ
・
御
正

公

8
9
-
8
0
7
4
番

松

戸

史

談

会

「
市

立

博

物

館

見

学

」

6

月
1
3
日
面

午

前
9

時
3
0

分

、
博
物
館
講
堂
集
合

費
用

二
百
四
十
円
(
入
館
料
)

翹一
神
尾
'一一
4
1
-
2
4
5
8
番

早
川
利
佐
子
ハ
ー
プ
リ
サ

イ

タ

ル

6
月
2
1日
囲
午
後
7

時
開
演

会
場
東
京
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

費
用
二
千
五
百
円

顔
早
川
S
6
5
1
1
7
3
7
番

松

戸

民

演

発

表

会

6
月
1
3日
㈲
午
前
1
0時
~
午

後
6
時

会
場
八
ヶ
崎
市
民
セ

ン
タ
ー

費
用
入
場
無
料

内

容
歌
謡
・

舞
踊
・
民
謡
の
競
演

黯
成
嶋
登
4
1
-
3
5
7
2
番

フ

ラ

ワ

ー

ア

レ

ン

ジ

メ

ン

ト

特

別

講

座

6
月
2
7日
㈲
午
前
1
0時
～
午

後
1
時

会
場
小

金
原
市
民
セ

ン

タ
ー

費
用
二
千
円

憇
フ
ロ

上
フ
ル
ア

ー
ト
花
の
友

の
会
・
阿
部
{一一
4
7
-
8
9
3
9番

健

康

カ

ラ

オ

ケ

コ

ン

テ

ス

ト
6
月
1
7日

困
午
後
6
時
開
場

会
場
市
民
劇
場

費
用
入
場
無

料圜
健
康
カ
ラ
オ
ケ
普
及
会
・
冨

永

登
4
1
1
3
6
2
3
番

千

葉

「
腎

炎
・
ネ

フ

ロ

ー

ゼ

児

」

を

守

る
会

県

大

会

6
月
1
9
日

出

午

後
o

時
3
0
分

～
4

時

会

場

千

葉
市

民

会
館

内

容

体
験

発

表

・
シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム
ほ

か

蠢

千

葉

「
腎

炎

・
ネ

フ

ロ

ー
ゼ

児

」
を

守

る

会

・
田

辺

登
0
4

7
5
-
2
2
1
0
7
0
7

番

再

生

自

転

車

を

販

売

受

付

日

時
6

月
1
8
日

金

午
前

9

時
~

午

後
3

時
、
1
9
日

出
午

前
9

時

Å
1
1
1
1

一
時

抽

選

・
販
売

日
時
6
月
1
9
日
出
午
前
1
1
時
か

ら

会

場

生

き
が

い

福

祉
セ

ン

タ

ー
(

金

ヶ

作
二

七

七
-

回

台

数

・
価

格
四

十

台

・

一

台
七

千

円
~

一
万

一
千

円

※
1
9
日

の
み

五

香

駅

東

口

午
前

1
0時
2
0
分

発

の

迎
え

の

マ

イ

ク

ロ

バ
ス

を

運

行
し

ま

す

。

蠢

生

き

が
い

福

祉

事

業
団
{
一一
8
4

1
3
1
9
1

番

お

母

さ

ん

の

た

め

の

お

は

な

し

集

中

講

座

6

月
1
1
日

脂

午

前
1
0
時
～
正

午

会
場

青
少

年

会

館

内

容

絵

本

の
見

せ

方

・

語

り
方

な

ど

対

象

母

親
七

十

人

費
用

テ

キ

ス

ト

代
千

二

百

円
(

二
歳

以
上

の

保

育

・
先

着

十
人

ま

で

。
要

お
や

つ

代

百

円
)

匣
6

月
1
0
日

困

ま
で

に

、

電

話

で

側

松
戸

市

お

は
な

し

キ

ャ
ラ

バ
ン

登
4
4
1
3
0
3
7

番
(
日
・

月

曜
日

を

除

く
日

の

午

前
9

時

～

午

後
5

時
)

へ

式

根

島

へ

の

旅

6
月
2
5
日

脂

午
後
9

時
竹

芝

桟

槍

待
合

所

集

合

、

①
2
7
日

収

解
散

②
2
8日

㈲

解
散

費

用

①

二
万

円

②

二
万

八

千

五

百
円

圉

電

話

で

松
戸

工

業

連

合
会

・

文
化

活

動

協

力
会

・
上

野

昔
6
3

1
4
3
7
4

番
へ
(

土
・
日

曜
・

祝
日

を

除
く

正

午

～

午

後
5

時
)

文
部
省

認
定
社
会

通
信
教

育

地
方
受

講
者
研
究
集

会

6
月
2
0日
面
午
前
9
時
3
0分

~
午
後
4
時

会
場
県
立
千
葉

女
子
高
等
学
校

対
象
文
部
省

認
定
社
会
通
信
教
育
受
講
者
お

よ
び
受
講
希
望
者

費
用
無
料

(
教
材
費
負
担
あ
り
)

蠢
千
葉
県
教
育
庁
生
涯
学
習
部

振
興
課
音
0
4
3
-
2
2
3
-
4
0
7
3

番み

ど
り
の

講
習
会

「
花

物

盆
栽

の
仕
立
て

方
」

6
月
1
3日
収
午
後
1
時
~
3

時

会
場
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

定
員
先
着
四
十
人

費
用
無
料

圃
電
話
で
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
容

4
5
-
8
9
0
0番
ヘ

バ

ロ
ッ
ク
の
音
風
景

6
月
2
0日
㈲
午
後
2
時
開
演

会
場
市
民
劇
場

費
用
一
般
二

千
五
百
円
、
高
校
生
以
下
千
五

百
円

演
奏
吉
沢
実
(
リ
コ
ー

ダ
ー
）
猶
原
和
子
、
(
チ
ェ
ン
バ

ロ
)
ほ
か

頸
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
に
親
し
む
会

・
加
藤
容
4
3
-
6
0
7
8番

黯

松
戸

地

域

職

業
訓

練

セ

ン

タ

1

音
4
9
-
3
2
0
0

番

銚

子

の

文

学

碑

め

ぐ

り

6
月
2
5
日

窗

午

前
8

時
1
5
分

図

書
館

本

館

前

集
合

内

容
犬

吠
埼
周
辺
お
よ
び
海
鹿
島
の
文

学

碑
・

佐

藤

春
夫

歌

碑
ほ

か

講
師
郷
土
史
研
究
家
・
永
沢
謹

吾
氏

定

員

五

十

人
(

申
し

込

み

多
数

は

抽
選
)

費

用

無

料

軍
T

月
1
2
日

出
〔
必

着
〕
ま
で

に

、

往
復
ハ
ガ
キ
で
〒
2
7
1
松
戸
市
松

戸

二

○

六
〇

松

戸

市

立
図

書
館

豊
6
5
-
5
1
1
5

番

へ

松戸地域職業訓練センター講座

講座名 日 時 定員 費用

日商簿記3 級

受 験 講 座

6/18~8/2 の

毎週月・水・金曜日

午後2 時~4 時( 全20口)

10人 20,〔)00円

日 曜大工講座
毎月第2 ・第3 日曜日の

午前9 時~正午
40人

月2,500円

(材料は実費)

青年講座 受講生募集

講座名 期日

誰でも撮れる

写真のコツ
6/18~7/30
(毎週金曜日)

青年のための

社交ダンス講

習会

6/17~8/5
(毎週木曜日)

今に残る江戸

の文化に触れ
てみよう

6/19~2/19

(毎月第3 土

曜日)

午
後
7
時
S
9

時

婦
人
会
館

1
6
~
3
0
歳
の
人

青
少
年
会
館

1
8
~
2
8
歳
の
人

午
前
1
0時

~
午
後
4
時

一

1
8８
3
0歳
の
人

定員 内容 費用

20人

風景・人物写真の

ポイント を指導し

ます。

「 写真展」の鑑賞
も予定

講師: 青柳昌弘氏

1.00C〕円

(現像代

は別)

男女各15人

ワルツ・ルンバを

中心にジルバ・ブ
ルース・タンゴま

で。最後に修了パ

ーティーも行いま

す。

1,000円

15人

「房総のむら」
「江 戸 東京 博物

館」、伝統技芸など
を見学します。

実費( 交

通費・入
場料など)

時間 会場 対象

圃 電話で社会教育課青少年婦人係≪66- ア462番へ( 先着順)

市 民 劇 場 市 民 会 館 見
に
行
こ
う
聴
い
て
み

よ
う

文
化
施
設
だ
よ
り

※
月
曜
日
は
休
館
。
☆
印
の
つ
い
て
い
る
催
し
物
は
有
料
で
す
。

固
市
民
会
館
豊
6
8
-
1
2
3
7
~
8

番

7
/
4
臼

2
0日

1
9田

1
3日

認
圉

6
/
1
0内

期

日

合
唱
交
歓
会

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

社
会
福
祉
法
人

竹
友
会
子
す
ず
め
保
育
画一

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
音
楽
会
(
菅
原
洋
一
)
☆

馬
橋
フ
ラ
ウ
エ
ン
コ
ー
ル
演
奏
会

(
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
)
☆

松
戸
市
放
課
後
の
子
ど
も
指
導
研
究
会
観
劇
会

「
小
さ
い
魔
女
(

劇
団
ひ
ま
わ
り
)
☆

ブ
ル
ー
ポ
ー
ア
イ
マ
ラ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

(
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
)
☆

内

容

2

・
0

1

・
0

叭
,
)・
0

1
.
0

8

・
0

1

・
0

4

・
0

1

・
0

5

・
0

1

・
0

只
‥
)・
O

1

・
3

開
演
時
間

※
月
曜
日
は
休
館
。
☆
印
の
つ
い
て
い
る
催
し
物
は
有
料
で
す
。

開
演
時
間
は
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

憇
市
民
劇
場

容
6
8
j
0
0
/
0
番

4

印ぐ
3
山

7
/
1
困

2
7日

2
6出

2
2㈲

2
0目

1
9田

1
8削

1
7困

1
5㈲

1
3印

1
2出

9
日

6
臼

6
/
5
出

期

日

ピ
ア
ノ
演
奏
会
,

ス
ー
パ
ー
バ
ン
ド

ピ
ア
ノ
研
究
発
表
会

ピ
ア
ノ
発
表
会

ピ
ア
ノ
発
表
会

音
楽
の
広
場

バ
ロ
ッ
ク
音
楽
の
ひ
と
と
き
☆

松
戸
名
人
会

ピ
ア
ノ
声
楽
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
☆

健
康
カ
ラ
オ
ケ
コ
ン
テ
ス
ト

ア
ン
ダ
ン
テ
ピ
ア
ノ
発
表
会

民
謡
お
さ
ら
い
会

ギ
タ
ー
発
表
会

独
唱
会

青
年
会
議
所
パ
ネ
ル
討
論
会

ピ
ア
ノ

ーエ
レ
ク
ト
ー
ン
発
表
会

ピ
ア
ノ
・
エ
レ
ク
ト
ー
ン
発
表
会

内

容

3

・
0

1

・
3

7

・
0

1

・
3

8

・
5

1

・
1

3

・
0

1

・
0

厂
｀
.
)・
O

1

・
3

3

・
0

1

・
3

4

・
0

1

一

〇

3

・
0

1

・
3

9

・
0

1

・
0

8

・
0

1

・
3

0

・
0

1

・
3

9
一
3
0

3

・
0

1

・
3

9

・
0

1

・
0

9

・
0

1

・
0

O

・
0

1

一
3

r
h
,
)
・
0

1

・
3

開
演
時
間



よ

こ

す

か

ウ

イ

ン

ド

ア

ン

サ

ン

ブ

ル

ー
ポ

ッ

プ

ス

コ

ン

サ

ー

ト

6
月
2
0日
面
午
後
3
時
開
演

会
場
市
民
会
館

費
用
無
料

内
容
「
サ
ン
ダ
ー
バ

ー
ド
」
ほ
か

渋
谷

登
0
4
7
1
-
9
1
-
1

1
5
2

番

と

も

し

び

読

書

会

6
月
1
7日
閑
午
前
1
0時
~
正

午

会
場
婦
人
会
館

テ
キ
ス

ト
山
田
太
一
「
飛
ぶ
夢
を
し

ば

ら
く

見
な
い
」

費
用
月
七
百

円
(

初
回
無
料
)

圃

電
話
で
平
尾
登
4
2
-
3
3
8

1
番
へ

鎌

倉

彫

展

覧

会

6
月
1
6日
圉
～
2
0日
面
、
午

前
1
0時
～
午
後
ら
時
(

最
終
日

は
午

後
4
時
ま
で
)
会
場

文
化

ホ
ー
ル

費
用
無
料

覬
鎌
倉
彫
桂
雅
会
・
塩
路
容
4
1

-
2
9
7
2

番

楽
し
い
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

6
月
1
5日
㈹
午
前
1
0時
～
午

後
1

時

会
場
五
香
市
民
セ
ン

タ

ー

対

象
六

十
歳
以

上
の

人
・
先
着
十
五
人

費
用
無
料

持
ち
物
エ

プ
ロ
ン
・
食
器
な
ど

匣
電
話
で
健
康
管
理
課
常
盤
平

方
面
保
健
室
g
8
4
-
1
3
3
3

番
ヘ

ア

ウ

ト

ド

ア

ー
フ

ェ

ア

6
月
1
9日
出
~
2
0日
面

会

場
図
書
館
本
館

内
容
ア

ウ
ト

ド
ア
関
係
の
図
書
の

展
示
・
貸

し
出
し
・
冊
子
配
布
な
ど

蠢
市
立
図
書
館
容
6
5
-
5
1
1

5
番

喜

楽

家

ボ

ロ
市
(

バ

ザ

ー
)

6
月
2
0日
面
正
午
~

午
後
2

時

会
場
喜
楽
家
(

障
害
者
通

所
施
設
・
馬
橋
二
九
八
六
)

黯
喜
楽
家
S
4
4
1
9
9
5
1
番

(
月
・
祝
日
を
除
く
午
前
9
時

~
午
後
5

時
)

学
卒

求
人

説
明

会

6
月
8
日
㈹
午
後
2
時
I
4

時

会
場
市
民
会
館

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
を
。

蠢
松
戸
公
共
職
業
安
定
所
求
人

企
画
部
門
容
4
8
-
6
1
0
0番

グ

ラ

ウ

ン

ド

ゴ

ル

フ

教

室

6
月
2
0日
旧
午
前
9

時
～
正

午

会
場
新
松
戸
西
小
学
校
校

庭

費
用
無
料

圉
当
日

会
場
で

聚
体
育
指
導
委
員
・
木
下

容
4
5

-
3
4
2
9

番

市

制

施

行
5
0
周

年

記

念

市

内

高

等

学

校

親

善

野
球

大

会6
月
1
2日
出
・
1
3日
㈲
・
1
5

日
㈹

雨

天
順
延
)
、
午
前
9
時

か
ら
(
1
2日
は
午
前
1
0時
か
ら
)

会
場
運
動
公

園
野
球
場

費
用

入
場
無
料

題
松
戸
市
体
育
協
会
容
6
9
-
2

0
3
0

番

金
ヶ
作

松

岡

早

苗

さ
ん

泳
ぎ
終
わ
っ
た
後
は
、
本

当
に
そ
う
か
い
で
す
ね
。
六

年
前
か
ら
本
格
的
に
習
い
始

め
、
そ
れ
以
来
週
二
回
は
泳

い
で
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
中
で
も
水
泳

は
、
チ
ー
ム
プ
レ
ー
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
人
に
合
わ

せ
る
必
要
が
な
く
、
自
分
の

体
力
に
あ
わ
せ
、
自
分
の
ペ

ー
ス
で
続
け
ら
れ
る
の
が
良

い
で
す
ね
。

泳ぐ

ス
ポ
ー
ツ

市

制

施

行
5
0
周

年

記

念

松

戸

市

健

康

体

力

づ

く

り

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

6

月
1
9一
日

出

午

後
1

時
~
4

時

会

場

運
動

公

園

体

育
館

※

上

履

き
を

ご
持

参

く
だ

さ

い

。

蠢

ス

ポ

ー
ツ

課

昔
6
3
1
9
2
4

1

番
バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

市

民

大

会7

月
4

日

、

い
1
1
1
1

一
日

の

各
日

曜

日

、

午

前
8

時
3
0
分
~

午
後
5

時

会

場
運

動

公

園

体

育
館

対

象

市

内
在

住

・

在

勤

者
の
チ

ー

ム
(
男
子

高
校

生

不
可
)

費

用

一
チ

ー
ム

三

千

円

圃
6
月
1
4
日
㈲
〔
必
着
ま
で
に
、

ハ
ガ
キ
に
チ
ー
ム
名
・
代
表
者

氏

名

・

住
所

・
電

話

番

号

・
男

女

の
別

を
記

入

し
て

、

〒
2
7
0松

戸

市

横
須

賀

一

八

七

小
金

中

学

校

内

浜
田

一
彦
(

登
4
1
-
0
6

4
6

番
)

へ

※
6

月
2
2
日

㈹

午

後
7

時
か

ら

小

金

中

学
校
で

代

表

者
会

議

を

開
き

ま

す

。

松

戸

市

ダ

ブ

ル

ス

選

手

権

(
テ

ニ

ス
)

7
月
1
8
日

・
2
5
日

、
8

月
2
2

日

、
9

月
5

日

の

各
日

曜
日

、

午

前
9

時
か

ら

会
場

栗

ヶ

沢

公

園
庭

球

場

、
対

象
市

内

在

住

・
在

勤

者

種

目
7

月
1
8
日

・

2
5日
=

一

般
男

子

、
8
月
9
9一
日
・

9

月
5

日
=

一
般

女

子

・
壮

年

男

女

費
用

各

一

組
千

五

百

円

雨
T

月
1
6
日

困
「
必

着
」
ま

で
に

、

所

定
の

申
込

用

紙
で

〒
2
7
0松
戸

北

郵

便
局

私

書

箱
十

二

号

松

戸

市
テ

ニ

ス

協

会
へ

蠢

松
戸

市

テ

ニ
ス

協
会

・

平

木

登
4
8
-
6
7
8
4

番

夏

季

市

民

野

球

大

会

日

時

・
会

場
6

月
1
9
日

出

午

後
5

時
か

ら

運

動
公

園

武

道
館

会

議

室
で

行

わ

れ

る
主

将

会

議

で

決

定

対

象

①

春
季

市

民
大

会

一

回

戦
敗

退
チ

ー
ム

②
新
規

参

加
チ

ー
ム

費
用

①
一
万

二

千

円

②
一

万

七

千
円

圉

費
用

を

持

参
し

て

、

主

将
会

議
で

蠢

松
戸

市

野

球

協

会
・

高

野

登

4
1
-
9
6
4
3

番

イ

ン

デ

ィ

ア

カ

教

室

6

月
6

日

㈲

・
1
3
日

収

午
前

9

時
~

正

午

会

場

常
盤

平

第

一

小

学
校

体

育

館

費
用

無
料

圃

当
日

会

場
で

醋
一
体

育
指

導

委

員

・
横

山
{
。
8
6

1
8
3
3
3

番

イ

ン

デ

ィ

ア

カ

大

会

6
月
2
7
日
㈲
午
前
1
1
時
~
午

後
5

時

会

場

常
盤

平

体

育
館

チ

ー
ム

編

成

男

女
混

合

・

女
子

(
一
チ

ー
ム

五
~

七

人
)

費

用

一
人

二

百

円

匣
6

月
1
3
日

面

ま
で

に

、

イ
ン

デ

ィ
ア

カ

協

会

・
原

島

登
9
2
-

Q
J
(
‥
/
)
R
)

只
)番

へ

気

功

講

習

会

6
月
2
3
日

～
7

月
1
4
日
の

毎

週

水

曜
日

、

午

前
1
0
時

～
正

午

会
場

運

動

公

園
会

議

室
ほ

か

定

員
先

着

三

十
人

費

用
三

千

八
百

円

隰
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名

・

年
齢

を

記
入

し

て

〒
2
7
0松

戸

市

牧

の

原

四

三

五
-

一
i

一

1
九
-

八

〇

六

常

盤

平

気

功

会

・
鈴

木
(
0
8
4
-
4
5
5
9

番

・
午

後
2

時
～
4

時
の

間
)

へ

市

制

施

行
5
0
周

年

記

念

マ
ラ
ソ
ン
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大

会
(

五

十

時

間

連

続
)

7
月
3
0日
窗
~
8

月
1
日
㈲

会
場
運
動
公
園
野
球
場

募
集

チ
ー
ム
①
小

学
生
(

男
女
混
合

可
)

先
着
三
十
六
チ

ー
ム
②
中

学
生
女
子

先
着
十
チ

ー
ム
③
高

校
生
女
子

先
着
六
チ

ー
ム
④
一

般
女
子
先
着
十
ニ
チ

ー
ム

⑤
一

般
男
子
・
シ
ニ
ア
(
五
十

歳
以

占

先
着
二
十
六
チ

ー
ム
(

一

チ

ー
ム
十
人
、
中
・
高
校
生
チ

ー
ム
は
、
三
十
歳
以
上

を
二
人

参
加
さ
せ

る
こ

と
)

対

象
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

惠
6

月
2
0日
㈲
ま
で
に
、
チ

ー

ム
名
・
代
表

者
(
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
)・
選
手
名
を
明
記
し

て
、
直
接
(
一
チ
ー
ム
単
位
で
)

ス
ポ
ー
ツ
課
(

登
6
3
-
9
2
4

1
番
・
運
動
公
園
内
)
へ

※
試
合
時
間
の
指
定
は
不
可

グ

ラ

ウ

ン

ド
ゴ

ル

フ

教

室

6
月
1
9一日
出
午
前
9

時
~
正

午
会
場
八
ヶ
崎
第
二
小
学
校

校
庭

費
用
無
料

圉
当
日
会
場
で

憇
体
育
指
導
委
員
・
吉
村
｀
4
1

-
3
3
2
3

番

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
松
戸

市
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会
6
月
2
7
日
収
午
前
9
時
開
始

(
8
時
3
0分
か
ら
受
け
付
け
)

会
場
第
六
中
学
校
校
庭

定
員

先
着
三
十
ニ
チ
ー
ム
(

一
チ
ー

ム
七
人
)

費
用
無
料

惠
6
月
7

日
㈲
午
前
9

時
か
ら
、

ス

ポ
ー
ツ
課
(

容
6
3
-
9
2
4

1
番
・

運
動
公
園
内
)

窓
口
で

ソ

フ

ト

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

・

バ

ウ

ン

ド

テ

ニ

ス

教

室

6
月
1
2日
~
7

月
3
日
の
毎

週
土
曜
日
、
午
後
7
時
～
9

時

会
場
小
金
原
体
育
館

費
用
保

険
料
二
百
円

圃

当
日
会
場
で

黯
体
育
指
導
委
員
・
松
丸
登
4
3

-
6
6
0
8

番

グ

ラ

ウ

ン

ド

ゴ

ル

フ

・

夕

-
ケ

ッ

ト

バ

ー

ド

ゴ

ル

フ

教

室6
月
1
3日
収
午
前
9
時
~

午

後
1

時

会
場
栗
ヶ
沢
小
学
校

校
庭

費
用
無
料

圃

当
日
会
場
で

憇

体
育
指
導
委
員
・
松
丸
登
4
3

-
6
6
0
8

番

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

◆テレホン案内サービス…・………S66-0010 番

平日・午後5 時~翌朝午前9 時
休日と土曜日・午前9 時~翌朝午前9 時 、、

◆夜間急病診療所…………………068-3756 番

衛生会館内・毎日午後8 時~11時
◆休日土曜日夜間歯科診療所……O65-3430 番

衛生会館内・午後8 時~11時

戸 定 歴 史 館

期 間 内 容

7/25(l日)まで
海を渡った幕末日本

一写真構成・1867年パリ万博一

※毎週土曜日午後1 時30分から、展示解説を行います。

入館時間…午前9 時30分~午後4 時30分( 月曜日は休館)

入館料…大人60円・高大生40円・小中生20円

鬩戸定歴史館f162-2050 番

松戸駅市民ギャラリー

期間 6/11c まで 6/12(D~25 哨 26(土)~7/9R

東 松戸市制施行50周年

記念事業

「身体障害者の

描いた絵画」

松 戸書 道教 室

作 品 展
ふ よ う 会

西
大須賀刺しゅう

サ ー ク ル 展

第11回

蘭寿会展
(ペン字)

憇社会教育課成人 教育係≪66 ―7462番

文 化 ホ ー ル
ギ。ヤ ラ リ ー

※
月
曜
日
は
休
館
。

開
館
時
間
:・
午
前
1
0時
～
午
後
6
時

圜
文
化
ホ
ー
ル
ａ
6
7
-
7
8
1
0
番

2
2㈲
～
刀一
日

1
5㈲
～
2
0目

1
5㈲
~
2
0剛

8
㈲
~
1
3剛

爿
圀
ま
で

6
/
6
日
ま
で

期

間

松
戸
書
道
教
育
連
盟
展

小
金
原
文
化
の
会
書
嶽
社
展

鎌
倉
彫
桂
雅
会

松
戸
発
会
書
展

松
戸
東
葛
飾
地
区
高
校
美
術
展

青
い
鳥
こ
ど
も
美
術
展

内

容

おはなしキャラバン

※
費
用
・
:無
料

※
1
7日
は
午
後
3
時
と
4
時
か
ら
の
二
回
公
演

で
ん
わ
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
昔
6
3
-
9
9
9
9番

圈
市
立
図
書
館
ａ
6
5
-
5
1
1
5
番

2
哨

7
/
1
困

2
5圀

2
4困

1
8削

6
/
1
7附

期

日

新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー

二
十
世
紀
が
丘
市
民
セ
ン
タ
ー

常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

二
十
世
紀
が
丘
市
民
セ
ン
タ
ー

小
金
北
市
民
セ
ン
タ
ー

図
書
館
本
館 会

場

ら匹9E3
対
象

4 9Ｅ3{
時
間

お
は
な
し
会

キ
ャ
ラ
バ
ン

お
は
な
し
会

形

態

博 物 館

※
月
曜
日
・
第
四
金
曜
日
は
休
館
。

入
館
時
間
・
:午
前
9
時
3
0分
~
午
後
4
時
3
0分

入
館
料
・
:一
般
3
0
0
円
・
高
大
生
1
5
0
円
・
小
中
生
1
0
0
円

圜
博
物
館
き
8
4
1
8
1
8
1番

6
/
3
0團
ま
で

午
後
1
時
・
3
時
か
ら

3
0分
間
(
土
・
日
は
午

前
1
1時
が
ら
も
上
映
)

6
/
1
3日
ま
で

期
間

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン

「
美
の
回
廊
を
ゆ
く
/
永
遠
の
栄
華
白
亜
に
こ
め
て

-
イ
ン
ド

ー
タ
ー
ジ
マ
ハ
ル
L
を
講
堂
で
上
映
し
ま

す
(
入
場
無
料
)

開
館
記
念
展
「
松
戸
写
真
館
」

-
カ
メ
ラ
が
と
ら
え
た
松
戸
の
人
々
-

(
開
館
記
念
展
に
つ
き
入
場
無
料
)

内

容

わた

しの

健康

法



花に囲まれた街づくり
八
ヶ
崎
新
町
町
会

建
設
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
る

花壇には、こ まめな手入れと水やり が必要です

町会ご自慢の花壇

八ヶ崎新町町会の皆さんが、み

どりの愛護功労者として、建設大

臣から感謝状を受けました。

4月29日のみどりの日に、福岡

市で開かれた「第4 回全国みどり

の愛護のっとい」で表彰されたも

のです。

受賞理由は、町会内の貝の花第

二公園にある花壇の手入れを長年

続けたことで、この活動は15年以

上も続いています。役員さんを中

心に、老入会の皆さんも積極的に

参加し、花壇には四季折々の花が

咲きます。

町内では各家庭を花でいっぱい

にする運動も進めています。

花のある街、すてきですね。

八ヶ崎新町町会長

岡村 勝 人乱し

長
年
の
苦
労
が
報
わ
れ
て
、
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
。

こ

れ
か
ら
も
花
を
絶
や
さ
な
い

よ
う
、
町
会
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

頑
張
り
ま
す
。

松
戸
市
民
憲
章

私たちは、縄文の昔より悠久とした時の流れにはぐ

くまれた、この大地を郷土とする松戸市民です。

私 たち は 、こ のま ちを 誇り とし 、 輝かし い 未来 の実

現と、かけがえのない地球と文明との永遠の調和を求

め 、自ら の責 任 のも と 、全 市民 共 通の願い とし て 、こ

こ に松 戸市 民憲 章を 定 めま す。

1. 私たち は、自然をいつくしみ、 豊かな心を育てます。

1. 私たち は、共に助けあい。

健康で明るい社会を 築きます。

L.私たちは、伝統を守り、新しい文化をはぐくみます。

1.私たちは、郷土を愛し、

希望と 活力にあ ふれるまちをつくります。

1. 私たちは、平和を 尊び。

広い 視野をもつ国際人を めざします。

平成5 年4 月1 日

宇
宙
か
ら
地
球

を
見
た
感
動
を
語
る
秋
山
さ
ん

地
球
環
境
講
演
会

か
け
が
え
の
な
い
地
球
を
大
切
に

「みんなで守ろう地球の環境」をテーマに、5 月侶日

市民劇場で地球環境講演会が開かれました。

講師は、日本人初の宇宙飛行士・秋山豊寛さん。宇宙

から見芝地球の話などを通して、地球の素晴しさを強調、

環境保護の必要性を呼び掛けました。

また、昨年から「生活排水対策指導員」として活躍し

ている2 人の市民から、1 年間の家庭雑排水対策や、合

併浄化槽普及を実践した体験談が発表されました。

ス

ナ

ッ

プ

シ

ョ

ッ

ト

あなたの撮った写真(街の話

題・身近な出来事など)をお寄せ

く ださい。採用の方には記念

品を差し上げます。

周広報課

ひ
ら
め
き
を
形
に

「わが家の自慢のサーモン料理コンテスト」に

入賞した

大川恭子さん

サ

ー
モ
ン
を
使
っ
た
我
が
家

の
自
慢
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
に
、

み
ご
と
入
賞
し

た
。
ア
ラ
ス
カ

ー
シ
ー
フ
ー
ド

ー
マ

ー
ケ
テ
ィ

ン

グ
協
会
が
主
催
し
た
こ

の
コ

ン
テ
ス
ト
に
は
、
全
国
か
ら
三

千
八
百
三
十
五
点
も
の
応
募
が

あ

り
、
入

賞

は

わ

ず
か

十
六

点
。大

川
さ
ん
が
応
募
し
た
の
は

「
サ
ー
モ
ン
と
ろ
ろ
サ
ン
ド
イ

ッ
チ

揚
げ
」
。
サ
ー
モ
ン
と
エ
ビ

を
と
ろ
ろ
に
包
ん
で

揚
げ
、
レ

モ
ン

を
添
え
た
も
の
で

、
こ

ろ

も
に
散
ら
し
た
ミ
ツ
バ
の
緑
が

映
え

、
見
た
目
に

も
お
い
し

そ

う
だ

。
「
以
前
、
と
ろ
ろ
を
揚
げ
る

と
お
い
し
い
と
い
う
話
を
闘
い

た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
に
ピ
ン

ト
を
得
て
考
え
た
」
と
の
こ

と
。

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
新
聞
を

見
て

何
気
な
く
応
募
す
る
気
に

な
っ
た

。
初
め
て
の
応
募
だ
っ

た
が
、
そ
れ
が
い
き
な
0
入
賞
。

正

直
な
と
こ

ろ
、
び
っ
く
り
し

た
そ
う
だ
。

審
査
員
に
は
、「
味
も
、
見
た

目
も
ぜ
い

た
く
。

大
和
芋
は
体
に

も
良
い
し

、
年

配
の
方
の
お
も

て
な
し
に

も
向

い
て
い
る
」
と

評
価
さ
れ
た
。

ふ
だ
ん
か
ら
、

料
理
法
に
は
関

心
を
持
っ
て
い

る
。
新
聞
や
雑

誌
に

掲
載
さ
れ

て
い
る
も
の
を
切
り
抜
い
て
お

い
た
り
、
外
食
す
る
と
き
に

も
、

素
材
や
味
付
け
に
は
注
意
し
て

い
る
と
い

う
。

「
あ
れ
と
こ

れ
を
組
み
合
わ

せ
た
ら
、
ど
ん
な
味
に

な
る
の

か
な
、
と
想
像
す
る
の
が
好
き

な
ん
で

す
。
予
想
ど
お
り
に

仕

上

が

る
こ

と
も

多
い

の
で

す

が
、
そ
れ
を
裏
切
ら
れ
る
の

も
、

ま
た
楽
し
い

も
の
で
す
。
意
外

に

お
い

し

く
な

っ
た

と
き

に

は

、
ヤ
ッ
タ
ー
つ
て
思
い

ま
す

ね
」凝

り
性
で

食
い

し

ん

ぼ
う

と
、
自
他
と
も
に
認
め
て
い
る
。

そ
れ
が
高
じ
て

、
昨
年
、
調
理

師
の
免
許
を
取
得
し

た
。
現
在

の
と
こ
ろ

、
料
理
は
あ
く
ま
で

も
趣
味
だ
が
、
将
来
は
そ
の
道

に
進
む
こ
と
も
考
え
に
入
れ
て

の
こ

と
だ
ろ
う
か
。

大
川
さ
ん
の
味
の

追
求
は
、

こ

れ
か
ら
も
続
く
。

（
大
谷
口
在
住
)

大川さんの考え た「サーモン

とろろサンド イッチ揚げ」
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